
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
 

�

� �

� �

戦後青森県の市長選挙と歴代市長 �

藤 本 一 美

戦後八戸市長選挙と歴代市長

＜目次＞

第１章 八戸市の概要

第２章 戦後八戸市長選挙

第３章 戦後八戸市の政治

※ 参考文献

第１章 八戸市の概要

八戸市は１９２９年５月１日，八戸町，小中野町，湊町，鮫村の４町村の合

併で誕生した。八戸市は，青森県の東部に位置し，太平洋に面する中核市

であり，青森市，弘前市と共に，青森県主要３市の一角を構成している。

八戸市の地形は，なだらかな台

地に囲まれた平野が太平洋に向

かって広がり，その平野を三分す

る形で馬淵川，新井田川の２本の

川が流れている。

臨海部には大規模な工業港，漁

港，商業港が整備，その背後には

工業地帯が形成されている。この

ため，八戸市は，優れた漁港施設
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を有する全国屈指の水産都市であり，北東北随一の工業都市である。

市域面積は３０５．５６km２で，１９２９年に市制施行された当時の人口は５万２

千人だったが，２００５年３月３１日の市町村合併を経て，２２万５，４６３人を数え

る（２０１８年１０月１日現在）。

八戸市の夏は偏東風（ヤマセ）の影響を受け冷涼で，冬は晴天が多く乾

燥している。また，北東北にありながら降雪量が少なく，日照時間が長い

ことも特徴である。

八戸市周辺は縄文遺跡が出土するなど，人が定住した歴史も古い。伝統

芸能であるえんぶり（朳）および八戸三社大祭，騎馬打毬はいずれも国の

重要無形民俗文化財に指定。伝統工芸品には八幡馬，八戸焼，南部姫毬な

どが，また，郷土料理には南部煎餅，八戸せんべい汁，いちご煮などが，

さらに特産品として，市川いちご，糠塚きゅうりなどがある。

本稿では，戦後八戸市の市長選挙と歴代市長を紹介する。

第２章 戦後八戸市長選挙

� １９４６年の市長選挙

山内亮・八戸市長は１９４６年５月１７日，隠退蔵物資隠ぺいの容疑で逮捕さ

れ，辞任に追い込まれた。そこで６月１８日に，「公選」により新しい市長

を選出することになった（１）。

市長選には，保守派から自由党，進歩党，国民党が結成した「八戸市民

同盟」推薦の自由党の弁護士で夏堀悌二郎が出馬し，一方，革新派からは

「八戸人民民主同盟」推薦で社会党の医師で岩渕謙一が出馬した。選挙運

動の期間は７日間と短かったものの，保守対革新の一騎打ちとなり，有権

者の関心も高く，中央から大物政治家の応援もあって演説会は大盛況で

あった（２）。

６月１８日に実施された市長選では，夏堀候補が１万７，３３３票を獲得，岩
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渕候補（１万０，２００票）に７，１３３票の大差をつけて当選した。夏堀候補は強

力な保守地盤を背景に，青森県の民選市長「第一号」に就任することに

なった（３）。投票率は，激戦を反映して７１．３３％に達し，有権者が市長選挙

に大きな関心を寄せていたこと示していた（４）。

見事に当選を果たした夏堀悌二郎・新市長は，次のように喜びと決意を

語った。

「私は幸いにして市民の皆様御支持を受けまして市長に当選することが出来ました

が，今後は自分一人だけの考えで市政をとる事なく，皆の意見を直接聞いて自分で

正しいと判断したものはどしどし取り上げていく，現在は非常に厳しい時だと思い

ますので自分一人だけの力では最善を期することが出来かねるかも知れませんが，

われ等の市長を助けるという気持ちで皆様が私に協力して下さることをお願いしま

す」（５）。

夏堀市長はまた「凡て民主的に実行する」として，以下のような誓約を

行い市政への施策を示した。

・天皇制を護持するととに民主主義体制の確立を期する

・市民食糧危機対策

・復員者，引責同胞並びに遺族及び未帰還員留守宅施設の対策を確立すると共に戦

災地復興の措置方策を徹底する，などを理想的な平和日本建設という大目標のも

とに民主的にやっていきたい（６）。

ただ，天皇制については，『東奥日報』が「社説・八戸市長決定につい

て」の中で，次のような注文をつけた。

「今年の秋には県知事をはじめ市町村長が全部公選することになっており，この市

長選はその手本ともなり，今後に相当の力をおよぼすと思うと大変大きな意味が

あった。・・・

天皇制護持と共産党反対のスローガンが八戸市民の６割の支持を得たことは十分
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考えねばならぬことである。保守派の勝利はこのまま今の議会の形勢にならうし，

今秋の知事や市町村長の公選もこのような結果になることが考えられる・・・

天皇制の問題は国民がどうにかうまく扱いたいと思っているのをかろがろしく利

用すると見られる保守派の態度は十分気をつけて見ねばならない」（７）。

今回の八戸市長選は，極めて特殊な状況の下で実施された。何故なら，

第一に，突然の市長辞任を踏まえて，市民が自分たちの手で市長を選出す

るという意見を尊重，市議会が初めての「公選」に踏み切ったことである。

第二は，選挙戦が保守派と革新派の一騎打ちとして展開，天皇制の護持

を掲げる自由党が勝利し，社会党が敗北したことである。その事実は，こ

れに続く知事選，県議選，および市町村長選に大きな衝撃を与えるものと，

思われた（８）。

≪注≫

（１）この段階では公職選挙法は制定されておらず，公選制度の仕組みも確立してい

なかった。しかし，市議会全員協議で，公選に関する選挙管理は「市長公選委員

会」があたる，「選挙人名簿」は大正１５年５月３１日までに生まれた「男女」で構

成，投票は単記無記名，公選の結果，「有効投票の三分の二以上を獲得したも

の」を市長として推薦する，などを決定した（『八戸市議会史 記述編 下』〔八

戸市議会，１９７９年〕，５頁）。

（２）同上，７頁。

（３）『デーリー東北』１９４６年６月１９日。

（４）『東奥日報』１９４６年６月１９日。

（５）『デーリー東北』１９４６年６月１９日。

（６）『東奥日報』１９４６年６月１９日。

（７）「社説：八戸市長決定について」同上。

（８）同上。

� １９４７年の市長選挙

戦後２回目の八戸市長選挙は，１９４７年４月３０日に行われ，自由党の夏堀

悌二郎が再び社会党の岩淵謙一を下して，市長に就任。投票率は７６．６７％

に達した（１）。
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４月３０日に行われた八戸市長選挙では，前年の市長選挙に続いて，夏堀

悌二郎と岩淵謙一との保守勢力対革新勢力との対決となり，その結果は，

弁護士で現職の夏堀市長が保守地盤を背景に１万８，８３６票を獲得し，医師

で社会党の岩淵（１万２，５５８票）に６，２７８票の大差をつけて再選された（２）。

１０ヵ月前の１９４６年の６月に行われた市長選に続いて，今回の市長選でも

再び“宿命の対決”となり，夏堀，岩淵の両候補は前回に劣らぬ激戦を繰

り広げた。しかし，保守的地盤の強い八戸市では，岩淵候補がいかに善戦

したとしても不利な状況から抜けることができず，またもや一敗地にまみ

れた（３）。

再選された夏堀市長は，“世界的な八戸市の実現を期す”として，当選

の喜びと今後の抱負を次のように語った。

「皆さまの御支援で再び市長に当選しました。これまでの港湾，水道，学校その他

万般の施設に対する計画は今後も万難を排して進行させるつもりです。市民の皆さ

まに御約束したいろいろな事は既に実現しているものもあり，また事業に対しては

時代感覚というものを新たにして単に東北の大都市八戸としての構想は小さいから

全国的，世界的に飛躍する八戸市の実現に，また約束した“強く正しく明るい政

治”の実現を期するべく八戸市民の御協力を切望するものであります」（４）。

『デーリー東北』は再選された夏堀市長の“港湾は本市の命である”と

いう発言に触れて，次のような注文をつけた。

「海を通じて世界へ日本へ直結するところに大八戸発展の原動力がある。それだけ

に，この海は八戸の海であり，八戸全市民の海である。一部政党独占の海でもなけ

れば一部階層の海でもなく，この“海”への新市長の態度こそ八戸市政への根本態

度を決定するとともに八戸民衆の成長を左右するものであることを強調したい。

我々は空虚な理論主義形式主義を排除するが，それかといって民主化を口にして

私服を肥やす徒輩にも決して賛成するものでない。あくまでも八戸全市民の立場か

ら大乗的施策をこそ望んでやまないし，この点こそ全市民のもっとも関心をもって

注目しつつあるところである」（５）。
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「民選市長」として二期目を任された夏堀市長への八戸市民の期待は大

きく，『東奥日報』は「社説：新自治体長への期待」の中で，八戸市に続

く県知事，青森市長，弘前市長における初めての“民選”の意義を次のよ

うに論じた。

「日本民主化への基礎となる知事，市長，町村長の公選は終わって本県でもわれわ

れが直接われわれの意思によって選んだ代表が決まった。・・・これまでの官選と

ことなりわれわれの身近から選びだされたこれらの人びとに対しては深い親しみを

感じることは争われない」（６）。

≪注≫

（１）『デーリー東北』１９４７年４月７日。

（２）『八戸市議会史 記述編 下』〔八戸市，１９７９年〕，９～１０頁。

（３）同上，１０頁。

（４）『東奥日報』１９４７年４月７日。

（５）「社説：夏堀新市長にかく望む」『デーリー東北』１９４７年４月７日。

（６）「社説：新自治体長への期待」『東奥日報』１９４７年４月７日。

� １９５１年の市長選挙

３回目の八戸市長選挙は，１９５１年４月２３日に行われた。その結果は，新

人で民主党と社会党が推した無所属の村井倉松が現職で自由党の夏堀悌二

郎市長を下して当選を果たす，という番狂わせが生じた（１）。

選挙戦は激烈を極め，予断を許さなかったものの，新人で無所属の外交

官出身の村井倉松が２万６，６５５票を獲得。一方，現職市長の夏堀悌二郎は

１万８，２０８票に留まり，村井候補が夏堀候補に８，４４７票の大差をつけて当選

した。投票率は８９．７３％と極めて高く，前回を５．０６ポイント上回った（２）。

『東奥日報』は八戸市長選の結果について，「最も劇的を極めた八戸市の

開票結果はいささか意表に出るものがあった。当選した新市長には超保守

的勢力の応援もあったようであり，一概に保守と若者との対立と考えられ
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ないようである」，と報じた（３）。

みごとに現職を倒して当選を果たした村井新市長は，「市民の絶大なる

支持のためです。私はただこの信頼に堪えて誠実に働いてゆきます。私の

仕事の根本になるものはヒ
�

ュ
�

ー
�

マ
�

ニ
�

ズ
�

ム
�

です」，と語った（４）（傍点引用者）。

地元の『デーリー東北』は，“奮起した婦人層―市長選の勝敗を決し”

という見出しをつけて，市長選の動向を次のように伝えている。

冒頭，「婦選が与えられて以来幾度かの選挙を経たが今次選挙ほど直接，

間接の影響を有権者に与えたことはなく，八戸市の市長，市議選も前回に

見られなかったほど異常な関心をよび，わけても婦人層の活躍は市選挙史

に際たる業績をとどめた」と概説（５）。

その上で，「その好例としては市婦人会幹部の一部が投票５，６日前に

俄然，夏堀自由党候補に組するや同会幹部のなかには婦人会が一切選挙に

タッチしないという当初の誓約とは違うではないかとばかり物すごい反感

を呼び，その翌朝これらの婦人連十余名村井選挙事務所の戸を叩き男子宣

伝班諸君を全部トラックから下車させて車上の人となって歓声をあげて宣

伝に移るなど，まことに熱し易い感情的な婦人連の行動が今次選挙に大セ

ンセイションをまき起こした」と報道。

最後に，結論として「このため婦人の選挙関心はいやが上にも高まり婦

人票の帰趨こそ今選挙を決するものではないかと異常な注目を集めた」，

と結んだ（６）。

こうして初の「民選」市長となった夏堀悌二郎市長の任期は，二期４年

９ヵ月で終幕を迎えた。その際特筆すべきは，市婦人会における一部の夏

堀派の行動に反発した村井支持派の選挙運動が奏功したということである。

『デーリー東北』は今回の市長選について，「２０日最終舌戦のあと２１，２

の２日間における両派の血みどろの苦闘も村井派の作戦が功奏して，ここ

に民，社提携対自由党，夏堀対村井の血の戦いは幕を閉じたわけある」，

と報じた（７）。
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≪注≫

（１）『デーリー東北』１９５１年４月２４日。

（２）『デーリー東北』１９５１年４月２４日，『八戸市議会史 記述編 下』〔八戸市，１９７９

年〕，２３～２４頁。

（３）『東奥日報』１９５１年４月２４日。

（４）『デーリー東北』１９５１年４月２４日。

（５）同上。

（６）同上。

（７）同上。

� １９５３年の八戸市長選挙

村井倉松・八戸市長は１９５３年５月以降，病で倒れ入院を余儀なくされて

いた。１０月２３日，任期１年半を残して死去した（１）。そこで，１２月６日に，

戦後４回目の市長選挙が実施されることになった。市長選には，市議会議

長で自由党・岩岡徳兵衛をはじめ３人が立候補し，結果は岩岡が１万５，４０２

票を獲得，左派社会党が推薦した医師の岩淵謙一（１万１，３３６票），および

前助役で民主党，改進党が推す福地義男（１万０，３３０票）に圧倒的票差を

つけて当選し，三代目の民選市長に就任した（２）。なお，投票率は６５．３９％

に留まり，前回に比べて２４．３４ポイントも下回った。その背景として，１２

月６日に行われた市長選が，歳末の日曜日であったこと，また寒気のため

有権者の出足が悪く，激戦を裏切るような低率に終わったのである（３）。

敷衍しておくと，１９５１年４月，村井倉松は夏堀悌二朗の後を襲って八戸

市長に就任，同市の発展に尽力してきた。ところが村井市長は，１９５３年５

月以来，病気で倒れ，東京の日本医大第二病院に入院。８月には一旦退院

したものの，再入院し１０月２３日，膀胱肉腫で任期１年半を残して死去。こ

こに，八戸市は一つの段階を終え，新たな局面を迎えることになった。村

井市長時代の業績としては，八戸市発展の最も重要なカギとなった港湾の

修築，すなわち，懸案の１万トン岸壁および新漁港の工事着手などが挙げ

られる（４）。
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村井市長の死去に伴う選挙は１２月６日に実施，市議会議長で自由党の岩

岡徳兵衛が医師で社会党の岩淵謙一および前助役で民主党の福地義男を制

して，新しい八戸市長に当選した。岩岡新市長は地元八戸市の生え抜きで，

１９３３年，市議に当選して以来，市会議員を四期２０年も務め，「五月会」を

中心に自由党を切り盛りしてきた。岩岡はこの間，市議会の副議長および

議長として市政に参画，そのため，市民の声がどこにあるのかよく知るう

る立場にあった（５）。

戦後公選となってから，市長は裁判官出身者と外交官出身者が続いてい

た。そのため，市議会議長を二期務めた岩岡の当選は，地元生え抜きの「庶

民派市長」の誕生として好感を呼んだ。八戸の市政は「トンツー政治」と

称され，短期（トン）と長期（ツー）の市政が交互に出現してきた。だが，

岩岡市政は三期１２年の長期政権となった（６）。

岩岡新市長は，当選の喜びと抱負を次のように語った。

「私に公約を実行する機会を与えて頂いたことを市民の皆様に感謝致します。今回

の選挙は岩淵，福地両候補の善戦健闘により全く苦戦でしたが，私を支持してくれ

た人々の固い結束と市民の同情とによりまして幸いにも当選させて頂きました。

・・・

私は公約したとおり，歴代市長がやってきた八戸建設のため基本的事業の促進に

努めますが，同時に市民に直接利益をもたらす仕事も行い，私は私なりの独自な施

策に着手したいと思っております」（７）。

『東奥日報』は「社説：新八戸市長に望む」の中で，当選した岩岡の“愛

される市長”の声明を踏まえて，「市民に愛される市政がいかに困難なも

のか過去の政治生活を通じて身をもって体験していると思う」と指摘，そ

の上で，今年度の市の財政赤字５千万円を加えて，都合１億２千万円に達

する赤字の早期解消を要望した（８）。

今回の八戸市長選は，二つの特色があった。一つは選挙が，自由党，社
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会党，および改進党三党による争奪選の色彩が濃かったこと。そして二つ

は，市長が任期半ばで死去したために行われ，そのため，各党とも選挙対

策が殆んど整っていない中で実施されたことである（９）。

≪注≫

（１）『デーリー東北』１９５３年１０月２４日。

（２）同上，１９５３年１２月８日，『東奥年鑑 昭和２９年版』〔東奥日報社，１９５４年〕，４９

頁。

（３）『八戸市議会史 記述編 下』〔八戸市，１９７９年〕，３６頁。一面では，候補者の

人気薄があったことも見逃せない点である，という指摘もあった。『デーリー東

北』は「意外な婦人棄権率―前人気裏切る低調さ」というタイトルを付し，有権

者数をみると婦人票が男性票を上回っているのに，投票率は男性６９．５％に対し女

性６１．７％で，棄権票は婦人と浮動票であったと断定している（『デーリー東北』

１９５３年１２月８日）。

（４）前掲書『東奥年鑑 昭和２９年版』，４９頁。

（５）「社説：新八戸市長に望む」『東奥日報』１９５３年１２月８日，前掲書『八戸市議会

史 記述編 下』，３６頁。

（６）『新編 八戸市史 通史編� 近現代』〔八戸市，２０１４年〕，３３４頁。

（７）『デーリー東北』１９５３年１２月８日，前掲書『八戸市議会史 記述編 下』，３７頁。

（８）「社説：新八戸市長に望む」『東奥日報』１９５３年１２月８日。

（９）同上。

� １９５７年の市長選

任期満了による５回目の八戸市長選挙は，１９５７年１１月１０日に行われた。

その結果は，自民党の現職市長の岩岡徳兵衛が３万４，４４０票を獲得。一方，

社会党の県会議員・佐々木秀文は２万１，３４７票に留まり，岩岡市長が１万

３，０９３票引き離して再選された。岩岡の勝因は，第一に，保守合同による

旧自由党と旧民主党の一本化にあった。第二に，現職の強みで，任期４年

間こまめに選挙区を歩きまわったのが奏功した。そして第三に，公約と政

策が有権者に受け入れられたからである（１）。

再選された岩岡市長は，今後，思い切った施策を行うと述べ，また敗れ
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はしたものの善戦した佐々木は，敗れて悔いなしと語った。今回の市長選

では，保守側の結束が素早く，それが勝利につながった。ただ，社会党も

善戦し，獲得した票は前回の倍に伸び健闘ぶりを誇示した。投票率は，

６９．２６％に達し前回よりも３．８６ポイント高かった（２）。

『デーリー東北』は，前回の市長選挙に比べて投票率が３．８６ポイント上

昇した要因として，次の点を指摘している。

「１，保守，革新一騎打ちとなり，選挙に対する関心が尻上りに高まった，２，好

天に恵まれたうえ市選管の棄権防止運動が大きな効果をあげた」（３）。

敷衍すれば，八戸市長の任期は，秋に切れることになっていた。市長選

には，自民党公認で現職の岩岡徳兵衛と社会党公認で県会議員の佐々木秀

文が立候補し，保守勢力対革新勢力との一騎打ちとなった。１１月１０日に行

われた選挙では，革新陣営の善戦も及ばず，現職の岩岡が佐々木を予想以

上に約１万３千余票離して再選された。

市議も含めるなら政治歴３０年を誇る，岩岡市長は自宅で再選の喜びを次

のように語った。

「イヤーさすがに疲れましたよ。気がかりだったネ。選挙ばかりは何回やっても

・・・の表情。“前回の選挙と比べてどうでしたか”と聞けば，“前は巴戦だったか

らほんとうに苦しい戦いをしたが，今度は最初から気楽だった”。しかし“７日に鈴

木社会党委員長が来て，気勢をあげたときは心配だったでしょう”には，“ウン，あ

のときはそうだった。ほんとうのことを言うと気がかりで寝られなかったくらいだ。

今晩は早く寝たいよ”」（４）。

既述のように，岩岡勝利の要因は，第一に保守合同による同市の旧自由

および民主両党の一本化に成功したからに他ならない。前年春に自民党「三

八支部」を結成し，保守合同の看板を掲げた旧自由党と旧民主党はこの市
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長選挙で初めて文字通り保守一本化の実を上げ，告示前の不利な予想を覆

して見事なチームワークを見せた。２人の衆議院議員，４人の県議会議員，

２４人の市会議員ら現役議員たちの看板と地盤の底力が圧倒的な票数となっ

て現れた。

第二に，現職市長としての強みがあった。野党議員が“日常これ選挙運

動”というように，岩岡は４年間こまめに市民の間を歩きまわった。顔を

売ることと，名前を売ることが保守勢力の強い選挙地盤でどのような効果

があるのかを，岩岡は３０年の政治生活と経験で十分知っていた。

第三に，岩岡の示した公約と政策が市民に受け入れられたということで

ある。社会福祉や社会保障問題を重点的に取り上げて“片隅にいる市民”

のための公平な市政執行を訴えた。また，本来，社会党に流れるはずの票

を最小限に抑えたのも，上で指摘した政策がある程度効果を上げたのだと，

見てよい（５）。

それに対して，社会党は立ち上がりの段階でつまずき，不利な状況が最

後まで響いた。実際，佐々木秀文候補の擁立決定は告示の６日前で，「三

八地労」をバックにした選挙闘争も劣勢を挽回することが出来なかった。

ただ，社会党が公認候補として，県議現職の佐々木を出馬させたのは評価

してよい。佐々木が獲得した２万１，３４７という票数は，八戸市のこれまで

の選挙では社会党として最高の得票数で，敗れたが善戦であったからだ（６）。

『東奥日報』は「社説：市長選挙と八戸市政」の中で，再選された岩岡

市長に次のような注文をつけた。

「“今回の選挙を機会に与党勢力の強化をはかり・・・”との当選直後になされた

岩岡氏の言葉が端的に示す通りであろう。

与党勢力の結集をはかるのは，岩岡氏の立場を有利にすることはもちろんだが，

新市長の望むところは，それをもとにして“今後すべてに思いきった施策を行いた

い”からであるに違いない。そしてまた思いきった施策すなわち思い通りの方策と

いうことではなく問題山積の“八戸市の現実が要請している多くの困難を解決する
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ための施策でなければならぬ」（７）。

こうして，保守勢力と革新勢力との対決として市民の注目を集めた八戸

市長選は，革新陣営の善戦も及ばず，自民党公認候補の岩岡徳兵衛の再選

と決まり，同市における保守勢力の根強さを如実に示した形となった（８）。

≪注≫

（１）『デーリー東北』１９５７年１１月１２日，『八戸市議会史 記述編 下』〔八戸市，１９７９

年〕，５５～５６頁。

（２）『デーリー東北』１９５７年１１月１１日。

（３）同上。

（４）『東奥日報』１９５７年１１月１１日。

（５）『デーリー東北』１９５７年１１月１２日，前掲書『八戸市議会史 記述編 下』，５５～

５６頁。

（６）『デーリー東北』１９５７年１１月１２日。

（７）「社説：市長選挙と八戸市政」『東奥日報』１９５７年１１月１２日。

（８）『デーリー東北』１９５７年１１月１２日。

� １９６１年の市長選挙

１９６１年５月２９日，八戸市の「白金町」で火災が発生，それは大火となり

甚大な被害をもたらした。大火から５ヵ月経た１０月２９日に，戦後６回目の

八戸市長選挙が行われ，市長選には，自民党から現職の岩岡徳兵衛，社会

党から米内山義一郎，無所属から大久保弥三郎の３人が立候補し，三者の

間で市長の座が争われた。選挙の結果は，岩岡が３万７，４０２票，米内山が

１万２，７６８票，大久保が１万０，９９５票を獲得，岩岡市長が現職の強みを発揮

し，米内山候補に２万４，６３４票差をつけて，三選を果たした（１）。

上で述べたように，八戸市の白銀町において５月２９日午後１１時４０分頃，

白銀町の大沢片平，水産加工業・清水留吉方の物置小屋付近の放火で出火，

３５mの強風に煽られ，鮫地区まで延焼。午前２時ごろには東風にかわり，
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火は三島神社下から八戸線をまたぎ，白銀中学校の手前から八戸水産高校

グラウンドまで達し，５時間に渡って延焼。最終的に，出火場所から鮫地

区に県道を挟んで長さ１，５００m，幅２００m，約３０万m２が消失，戦後では県

内最大の大火となった。被害は，住家・非住家併せて７００棟，１，０００世帯が

全焼，被災者５，０００人，損害額は２５億円（現在の価値で１００億円）に達した。

この火災で，白銀町の全戸数のうち７０％が消失した（２）。

その５ヵ月後の１０月２９日に八戸市長選が行われ，事前の予想通り，現職

の自民党公認・岩岡徳兵衛が他の２人の候補者を圧倒的票で引き離して三

選された。ただ，投票率の方は６４．６７％に留まり，前回の６９．２９％から４．６２

ポイント下回った。

三選を果たした岩岡市長は，選挙戦の経緯と今後の課題について，次の

ように語った。

「�最初は社会党との一騎打ちと思っていたが，大久保さんが出馬したため戦いに
苦労した。�今後４年間は今までの仕事の仕上げと基礎都市建設に一歩踏み出す。
地域産業振興ともからんで二次，三次工場の誘致都市計画による促進による道路，

それに工専誘致，水産産業としては北洋出漁船が出はいりできるような港湾と魚市

場建設，水産大学新設などをはかりたい。�三期目の市長にあたる心構えとしては
美徳の市政を残したい。そのためには３月から続けている“歩く市長室”の継続な

ど今回の反対票を心にきざみ１８万全市民の“側近”になるようなそんな形で仕事を

してゆく」（３）。

『東奥日報』は今回の市長選挙で岩岡市長が勝利した要因を次のように

分析した。

「岩岡市長は過去８年間，これといった失政もなく，市も順調に発展していること，

保守内部の旧自由，旧民主系ががっちりと手をにぎり，いわゆる反岩岡派といわれ

る人たちの動きを押さえたことが勝因である。だが，なんといっても現職の強みが

大きかった。告示前，同じ自民党から夏堀源三郎が一部の反岩岡派にかつがれ，立

候補を声明したときは保守の分裂も予想されたほどだった。だが，民主党系がつい
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に動かず，夏堀はおりた。保守の金城湯池とあっては，革新系がいかに票を伸ばし

ても限界点があり，自民党が岩岡一本でまとまったときすでに勝負が見えたとする

向きが多かった」（４）。

一方，善戦およばず，１万２，７６８票で次点に甘んじた社会党の米内山義

一郎は，次のように語った。

「前回の衆議院選で１万８千の票を確保しているので２万いったら成功と思ってい

た。その期待を受けながらこういう結果になり残念だ。やはり党活動の低調さも影

響したのではないか。岩岡さんには社会党が主張した政策，つまり工場誘致よりも

まず市民生活の安定をはかるよう心して市政にあたるよう望みたい。いまのままで

は遠くないうちに市政は混乱してしまうだろう」（５）。

今回の市長選挙では，文書合戦などがかなり派手に行われ，これといっ

た選挙違反は見られなかったものの，終盤段階で相当の“金銭”が動いた

とみる向きもあり，必ずしも“公明選挙”だったとばかりいえない面も

あった（６）。

『デーリー東北』は，岩岡市長が三選をとげた背景を「岩岡候補は旧市

内，合併地域では圧倒的な強さを示したほか大久保候補の地元小中野，湊，

白銀，鮫地区にも深く食い込み票をかせいだ。岩岡候補の勝因は連続二期

の現職市長という強みに加えて自民党が挙党一致の体制を固め，一貫して

積極的な選挙運動を展開したことによる」と，分析した（７）。

なお，今回の八戸市長選では，一部地区の有権者に投票場の入場券が行

きわたらず，“わざとやったとは思わないが，配布する方法に問題があ

る”との非難の声があがった。入場券の配布が町内行政員に渡され，そこ

から直接あるいは町内組長の手を通じて有権者の届けられる方法は問題で，
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市選管が直接有権者に送付して責任を負うべきであろう（８）。

『東奥日報』は「社説：市長選と八戸市の今後」の中で，三選した岩岡

市長に次のような注文を突きつけた。

「同（岩岡）市長は当選直後，人事刷新，機構改革に言及しており，１８万全市民を

“側近”にする政治を強調している。これも選挙を通じての率直な反省の結果だろう

と思う。これといま一つ市民からとくに要望の強いのは“足もとを見る市政を”と

いう声である。これは一口でいえば都市環境の整備ということに，市民がかなりの

不満を持っていることを示すものであろう」（９）。

『デーリー東北』もまた「天鐘」欄で，岩岡市政の課題を指摘した。

「岩岡徳兵衛さんが八戸市長に三選された。“市政刷新”を旗印にして三選阻止を

有権者に訴えた社会党，無所属両候補の主張は有権者の多数の支持をえなかった。

だが，９万６千の有権者のうち岩岡三選の積極的支持が３万７千，積極的反対の意

思表示とみられる票が２万７千余という数字は何を物語るものだろう。これらは現

在の市政に一つの転換を求めている意思表示とみていいのではないか」（１０）。

≪注≫

（１）『デーリー東北』１９６１年１０月３０日。

（２）同上，１９６１年５月３０日。

（３）『東奥日報』１９６１年１０月３０日。

（４）同上。

（５）同上。

（６）同上。

（７）『デーリー東北』１９６１年１０月３０日。

（８）『東奥日報』１９６１年１０月３０日。

（９）「社説：市長選と八戸市の今後」同上，１９６１年１０月３１日。

（１０）「天鐘」『デーリー東北』１９６１年１０月３０日。

� １９６５年の市長選挙

戦後７回目の八戸市長選挙は，１９６５年１１月７日に行われた。結果は，新
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人で無所属の県議・中村拓道が４万７，０９２票を，一方，四選を狙う自民党

の現職市長・岩岡徳兵衛は３万０，４９０票を獲得，中村は１万６千票余の大

差で岩岡を破り，新しい市長に選出された。共産党公認の林徳右エ門は，

２．４４８票に留まった。市長選への関心は高く，投票率は７２．５３％と前回を７．８６

ポイントも上回った（１）。

上で述べたように，八戸市長選挙は１１月７日に行われ，無所属・新人で

県議の中村拓道が初当選した。今回の市長選挙では１０月の告示以来，激し

い選挙戦が展開されていた。だが，「市政刷新同盟」が支持する中村候補

は盛り上がった人気をそのまま，着実に得票に結びつけ，四選をねらう岩

岡徳兵衛に大差をつけて破り市長の栄冠を手にした（２）。

事前に予定されていた選挙であったので，各党は早くから選挙対策を進

めていた。８月２日，自民党所属の県議・中村拓道が立候補を声明。中村

が立候補したことで，社会党は党内からの立候補擁立を断念し，自民党市

政の打破，岩岡四選阻止を名目に中村と政策協定を結び，幅広い「市民戦

線」の結集に成功した。それは，いわゆる“八戸方式”といわれるもので，

結果は八戸方式の勝利となった（３）。

『東奥日報』は，中村拓道が勝利した背景を次のように解説している。

「結局，中村氏の当選は清風会，社会党，労組のチームワークの勝利，岩岡氏の金

城湯池である三八城地区，自衛隊，下長，市川などを含む第一開票所の市役所でわ

ずかに接戦したほか，いずれも点を開き，とくに現市政に不満をぶちまける小中野，

湊，白銀地区は前評判どおり倍近い差で守り切ったこと，また労組が結集して共産

党への票の流れを必死で食い止めたことが今度の楽勝に結びついた大きな原因とみ

られる」（４）。

現職を破り，新市長に当選した中村拓道は，喜びと決意を次のように

語った。
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「栄冠涙あり。予想以上の八戸市民および上北，下北，三戸，十和田など県南地区

民の暖かい声援にただただ感謝するのみだ。今回の選挙は浅石会長をはじめとする

市刷新同盟の協力もさることながら農漁民，勤労者，青年，婦人ら市民各層が私の

主張を理解してくれたためだと考えている。今後は八戸市の発展のために全力を尽

くして期待にそいたい・・・

市政全般の心構えとしては公約通り清潔な政治をやりとげる。それには市民一人

一人の声をじゅうぶん聞き，反映させてゆく考えだ」（５）。

『デーリー東北』は「社説：中村新八戸市長誕生の意義」の中で，中村

市長に次のように注文をつけた。

「市制の刷新をはかるには厚いカベを打ち破らねばならない。一朝一夜にできない

わざであろうが，新市長は市民の世論をささえとして勇断を振るわねばならない。

新市長の政治生命は万難を押してそれをなしとげるかどうかかかっているのである。

改革案に対して思わぬ抵抗があるかもしれない。しかし，抵抗の理由が市政の刷新

に市民の幸福に結びつかないものであれば抵抗は断固排除しなければならない」（６）。

今回の市長選は，「選挙は水物」という俗言が示すように，八戸市選挙

史上に残る結果をもたらした。選挙結果の分析では，岩岡市政の「側近政

治」への批判，四選への是非論，岩岡が三選出馬の時に四選不出馬を語っ

ていたこと，そして何よりも「市長在任１６年は長い」という市民の声が背

景にあった。こうした状況を追い風に，中村拓道は勝利を収めたのだ（７）。

なお，市長選が終了して間もない，およそ１ヵ月後の１２月１０日，惨敗を

喫した前市長の岩岡徳兵衛が心不全で死去。享年６５であった。激しかった

市長選での行動が命を縮めたのかもしれない。

岩岡前市長は，１９３３年から四期市議を務め，議長を二期。１９５３年に八戸

市長に当選，以後三期１２年間市長の職にあった。この間，港湾整備をはじ

め国立高専の誘致，新産都市指定を実現するなど，工業都市大八戸の生み

の親で，市民も偉大な政治家の死を惜しんだ（８）。
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≪注≫

（１）『デーリー東北』１９６５年１１月８日。

（２）同上。

（３）『東奥年鑑 昭和４１年版』〔東奥日報社，１９６６年〕，４１頁。東奥日報社の尾崎竹

四郎記者は「八戸方式」について，次のように述べている。「（八戸）方式は選挙

戦術として成功であるかも知れない。また革新系の勢力拡大には大きな貢献であ

ろうが，中村，奈良岡氏らが本来成長してきた政治基盤であった健全保守的なも

のがチェックされていくことも否定できない。要するに，こうした（八戸）“方

式”は革新の勝利と考えるよりも，有権者が新しい政治を待望する表現方式で

あって，広い意味での多党化的反映である（尾崎竹四郎「概観 青森県１００年

史」『東奥年鑑 昭和４２年版』〔東奥日報社，１９６７年〕，１５～１６頁，（ ）内は引用

者）。

（４）『東奥日報』１９６５年１１月８日。

（５）同上。

（６）「社説：中村新八戸市長誕生の意義」『デーリー東北』１９６５年１１月８日。

（７）『新編 八戸市史 通史編� 近現代』〔八戸市，２０１４年〕，３９７頁，『デーリー

東北』１９６５年１１月８日，『東奥年鑑 昭和４１年版』〔東奥日報，１９６５年〕，４１頁。

（８）同上，『東奥年鑑 昭和４１年版』，４８頁。

� １９６９年の市長選挙

戦後８回目の八戸市長選挙は，１９６９年１１月９日に行われた。その結果は，

自民党所属で県議会副議長を務めた秋山皐二郎が４万３，９６５票を獲得し，

現職市長の中村拓道（４万１，７２９票）に２，２３６票の近差で初勝利した。各地

区での自民党の激しい切り崩し工作，また，社会党による攻勢もあって中

村市長は惜敗した。社会党公認の佐々木秀文は１万２，１４１票獲得し，共産

党公認の林徳右エ門は２，４１３票に留まった。市長選は事実上，秋山対中村

の一騎打ちとなり，激しい戦いを展開。そのため，投票率の方も７８．０２％

と過去２番目に高く，前回を５．４９ポイント上回った（１）。

上で述べたように，八戸市長選は１１月９日に行われ，自民党公認として

初出馬した秋山皐二郎候補が現職の中村拓道市長を２，２００余票の差で破っ

て初の栄冠に輝き，自民党は４年前に敗れた雪辱を遂げた。今回の市長選
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は，新産業都市建設６年目を迎えて発展途上にある一方，工業開発に優先

されて社会開発が遅れていることに有権者の批判が高まり，彼らを取り巻

く生活環境の浄化，社会福祉の向上など，いわゆる新産業の歪の是正が問

われる選挙となった。

保守系の秋山，中村の両候補は，互角の戦いを展開した。だが，選挙戦

の後半に至り，自民党主流派による総力を挙げての猛反撃が功奏し，秋山

の勝利に結びついた。こうして，過去４年間，打倒中村市政を叫んできた

自民党は，念願を果たしたのだ（２）。

自民党は１０月３０日に選挙が告示されるや，熊谷義雄，田沢吉郎，森田重

次郎，および竹内黎一の県選出の衆議院議員，それに竹内俊吉県知事，北

村正哉副知事，さらに鈴木善幸，三木武夫など豪華な顔ぶれをそろえ，総

力を挙げての選挙運動を展開した。このような陣容を取ったのは，何より

も自民党公認候補の故岩岡徳兵が中村拓道に惜敗した後，青森，弘前の両

市長選，並びに参院選でも自民党公認候補が相次いで敗退，そのため，今

回の八戸市長選は自民党にとって，“後がない，絶対に負けられない”選

挙だったからだ（３）。

市長選で初当選した秋山は，次のように当選の喜びと抱負を語った。

「たとえ私以外の候補へ投票した人でも，八戸市民，私は２１万市民の代表として明

るく清潔で公平な市政を推進し，豊かで健康な町づくりを図っていく。そのために

は，公約に掲げた道路綱の整備を優先して取り上げていく。そのほかの公約につい

ても，新年度予算で思い切った措置をするつもりだ。市長に選ばれた以上，八戸魚

市場社長を辞任し，市政運営に専念する」（４）。

『デーリー東北』は「時評：市制４０年の新市長の公約―期待される八戸

市政前進」の中で，秋山新市長に次のように要望した。

「八戸市民の市長選に対する審判は秋山皐二郎氏の当選という結果が下った。厳正
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にといいかねる人があるにしても，とにかく審判は下されたのある。その結果は対

立したほかの候補者とその支持者もまた尊重しなければならぬ。それが民主政治の

ルールだからであり，新市長は最も多くの市民に支持されたという事実は動かすこ

とが出来ない・・・

今度の選挙では，すでに昨年夏から立候補声明者が現れていた。それだけに今後

のしこりが何よりも心配される。そうしたしこりを克服して協調しなければ，八戸

が当面している一種の非常事態は乗り切れるはずがない。その点実行力と公約を買

われて新しく八戸市長のイスについた秋山氏の手腕に期待するものが大きいと思

う」（５）。

敷衍しておくと，秋山皐二郎は自民党の組織と浜通りで売れた顔，県議

の実績，および縁故関係を通じて有権者に食い込み，とくに自民党は前回，

中村拓道に敗れた事実もあって強力な布陣で臨んだ。このため，中村市長

は現職の強みを有しながらも後半に切り崩され，それに加えて，前回は「八

戸方式」としての野党の共同戦線に乗って有利な戦いを進めたものの，今

回は社会党の離反もあって，結局，敗北を余儀なくされた（６）。

今回の市長選は，地方政治の因縁が深く絡んだ戦いであった。４年前，

自民党から飛び出した中村拓道が革新系と手を結び，「八戸方式」で自民

党公認の岩岡徳兵衛を一敗地にまみらせ，それが岩岡の死を早める結果と

なったともいわれ，恨み深い雪辱戦の一面が見られたからだ（７）。

≪注≫

（１）『デーリー東北』１９６９年１１月１０日。

（２）同上。

（３）『東奥日報』１９６９年１１月１０日，『デーリー東北』１９６９年１１月１０日。

（４）『デーリー東北』１９６９年１１月１０日。

（５）「時評：市制４０年の新思潮の公約―期待される八戸市制前進」同上。

（６）『東奥年鑑 昭和４５年版』〔東奥日報社，１９６９年〕，４１頁。

（７）「天鐘」『デーリー東北』１９６９年１１月１０日。
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� １９７３年の市長選挙

戦後９回目の八戸市長選挙は，１９７３年１０月２８日に行われた。その結果は，

自民党の秋山皐二郎・現市長が５万７，１０８票を獲得し，社会党新人の苅田

市蔵（１万４，４１７票）に４万２，６９１票の大差をつけて，再選された。共産党

新人の田中広志は４，９１０票に留まった。選挙戦は全体的に低調ムードで

あって棄権する者も多く，投票率は５５．８４％と戦後の市長選では最低とな

り，前回を２２．１８ポイントも下回った（１）。

選挙戦では，秋山市長が旧市内，農漁村部から工場街，さらに自衛隊ま

で幅広い支持層にのり，投票総数の７４．７％を占めた。一方，社会党の苅田

候補は出馬表明が告示の８日前と大きく出遅れ，しかも，革新票の多い市

街地で棄権者が多かったのが響いた。共産党の田中候補は知名度が低く，

６月に行われた参院補選時の木村昭四郎候補の得票にも達しなかった（２）。

詳述すれば，任期満了に伴う八戸市長選は１０月２８日に行われ，保守王国

といわれる八戸市だけに，現職市長の秋山皐二郎が５万７千余票と大量得

票を獲得し，追いすがる革新派の２人の候補者を大きく引き離して再選さ

れた。

秋山市長が勝利した要因としては，第一に，現役としての優位が挙げら

れる。新産都市指定以後の歴代市長は，政治家として老練なタイプが二代

続いていた。秋山市長は筋を通す硬派の市政を展開，任期中大きな失政も

なく，市政を語る集いを開いて市民との対話を進めてきた。第二に，秋山

市長が持つ個人的魅力である。市議，県議以来の知名度の高さ，浜通りを

中心とした“信者”の団結の強さは，骨っぽい男性的な人柄と，率直で飾

らない誠実さによって培養されたもので，これがいずれの選挙でも，最高

当選という“秘密”の源になった。第三に，みごとな組織力である。前回，

保守同士で激しい“内戦”を演じて自民党市長の秋山が誕生した。それ以

来，八戸市の政界，経済界，社会文化関係者がまとまって「秋山後援会」

を結成，これに自民党八戸支部が協力して旧市内，浜通り，および農村部
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まで広く深い連携が形成された。特に今回は，中村拓道・衆議院議員が自

民党に復帰して，保守勢力が一本化された点も大きかった（３）。

これに対して，革新系は秋山市長の再選を阻止するため全力をあげたも

のの，革新共闘作戦が失敗し，社会党と共産党との間で票の争奪となった。

また，公明党，民社党も最終的には自由投票を決め，一部の票が“市政の

現実重視”から秋山市長側に流れた。さらに，社会党の持ちコマ難から出

足が遅れ，反公害や福祉優先の市民パワーをまとめることが出来なかっ

た（４）。

再選された秋山市長は，次のように当選の喜びと抱負を語った。

「今回市民が下した審判は私個人にとって非常な名誉であり，また市政に対する一

層の責任を感じる。短期間の選挙戦だったが苦しかったのはノドをやられた（扁桃

腺疾患）ことぐらい。・・・

公約等で再三繰り返してきたが，今後，積極的に取り組んでいきたいのは“内

政”だ。過去４年間の市政担当ですでに“家”は建てた―と自負している。これか

らは，その家に住む市民生活のレベルアップ，特に福祉行政を真正面から取り上げ

ていきたい」（５）。

『デーリー東北』はコラムの中で，今回の市長選の投票率の低さについ

て，次のように苦言を呈した。

「関心低調と見られていた八戸市長選挙は，結局最後まで低調のままだった。５５％

という投票率は，市長選挙はむろんのこと，八戸市におけるこれまでの各種選挙の

うちでも記録的な低率である。農漁繁期でもあるが，２８年の市長選挙以来毎回とも

同じ時期だったから主たる理由にはなるまい。悪天候も考えられるが，きのう日曜

日の繁華街の混雑ぶり琶菊祭りのせいもあるにせよ大変な混雑ぶりだった。それと

これとは違うかもしれないが無関心の一端であるのは確かだろう。なにか無関心が

予約されたような雰囲気でもあった。それを象徴したのが社会党の候補難航であ

る」（６）。
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今回の市長選は任期満了に伴う選挙であり，秋山市長の再出馬は早くか

ら「既成事実」となっていた。これに対して，野党・革新陣営は統一候補

を指向しながら各党間の党内事情もあって不発に終わり，社会党の場合，

告示１週間前にようやく候補者が決まるという有様で，有権者の間に「社

会党は見送りか」とのうわさが広がるなど劣勢の中で選挙戦に入った。一

期４年間の実績からして秋山市長の優位は動かず，選挙前から「勝負の見

えた選挙」として無関心な有権者が多く，これが戦後の市長選挙史上最低

の投票率となったのであろう（７）。

≪注≫

（１）『東奥日報』１９７３年１０月２９日。

（２）『東奥年鑑 昭和５０年版』〔東奥日報社，１９７３年〕，８０頁。

（３）『東奥日報』１９７３年１０月２９日，『デーリー東北』１９７３年１０月２９日。

（４）『東奥日報』１９７３年１０月２９日，『デーリー東北』１９７３年１０月２９日。

（５）『東奥日報』１９７３年１０月２９日。

（６）「天鐘」『デーリー東北』１９７３年１０月２９日。

（７）「買われた実行力」同上。

� １９７７年の市長選挙

任期満了に伴う１０回目の八戸市長選挙は，１９７７年１０月２３日に行われた。

開票の結果は，自民党公認で現市長の秋山皐二朗が６万３，０４９票を獲得，

共産党新人の水越直一郎（８，９４３票）に５万４，１０６票という大差で三選され

た。投票率は低調ムードを反映したのか４８．３６％と低く，これまでの市長

選では最低であった。ただ，秋山市長の票は８７．５７％という驚異的な得票

率に達し，有権者の圧倒的信任を得た形で市長の座についた（１）。

秋山市長は，これまでの実績と強力な組織を背景に独自の選挙戦を展開，

市内全域で支持者の浸透を図ってきた。だから，投票率は低かったのに，

目標の６万台票を容易に超え，秋山市長「楽勝のムード」に終始した（２）。

敷衍すれば，八戸市長選挙は１０月２３日に行われ，自民党公認で三選を目
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指す現職の秋山皐二朗・市長と共産党公認で新人の水越直一郎との一騎打

ちとなった。八戸市長選では，初めての自民党と共産党との対決であり，

開票の結果は，秋山市長が現職の強みと知名度を十分に発揮し，水越候補

に大差をつけて三選を果たした。選挙戦の当初から，勝敗の行方がはっき

りしていたこともあり，また好天に恵まれ，有権者の足は行楽や催し物の

方に向けられ，選挙への関心はことのほか低く，投票率が４８．３６％と市長

選史上最低を記録した（３）。

秋山市長が予想通り圧勝で終わった背景としては，多くの要因が挙げら

れる。特に，二期目の公約をほとんど果たした実績，また，「側近政治」

を排除し，市民のために直進した実行力が高く評価された。さらに，秋山

市長の個人的魅力も有権者を引きつけた。秋山市長の剛直な男性的人柄と

飾らない誠実さは，８年の間にすっかりと住民の間に浸透した。これに対

して，水越候補の方は「永年の自民党市政を打破，住民本位の市政に転

換」を訴えたものの，力が及ばなかった。また，革新統一候補の擁立が不

調に終わり，立ち上がりの遅れが大きく響いた。さらに水越候補が群馬県

出身の上に，今回が初めての選挙で，住民の間では馴染みが薄く，社会党，

三八地方労の支持も“空手形”に終わり，予想を下回る低い得票に留まっ

た（４）。

三選を果たした秋山市長は，「大変やりにくい選挙だったが，なんとか

党の面目は保持できホットとした。私は大した男ではないが，こうと決め

たことには一切を投げうって走る。今後４年間，どの程度進められるわか

らないが公約の実現に向かって一生懸命努力し，市民の期待にこたえた

い」と，当選の喜びと今後の抱負を語り，続いて，三期目の抱負について，

「従来もそれなりに手をかけながらも十分でなかった生活環境や民生福祉

面の改善充実に重点を置いて，調和のある都市づくりを進める。同時に高

速交通時代を迎えて，２１世紀に対応できる新しい八戸市建設の方向づけを

図りたい」，と述べた（５）。
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『東奥日報』は「社説：三選された秋山市長」の中で，八戸市が抱える

課題を次のように論じた。

「八戸市はいま，２００カイリ問題をはじめ不況の長期化など当面する諸問題をまと

もに受け，大きな曲がり角にさしかかっている。この局面をどうして切り抜けるか

が，秋山市政三期目の最大の課題である。・・・

三期目の秋山市政は，目の前の諸問題を解決するばかりでなく，百年に向かって

躍進する八戸市の基礎固めを確立することではないか」（６）。

『デーリー東北』も「時評：秋山氏三選と八戸市の今後」の中で，秋山

市長に対して，次のように注文をつきつけた。

「当初から秋山候補の独走が伝えられ，いわば信任投票のようなものだといわれて

いた。その意味では秋山候補の当選は当然ともいえるが，今後の市政運営に当たっ

ては少なからぬ批判票があったことを忘れてはなるまい。

八戸市は今大きな曲がり角にさしかかっているといえよう。工業と水産を二本の

柱として発展を続けてきた八戸市は，長引く不況と２００カイリ問題で大きく揺れてい

る。このことはなにも八戸市に限ったことではなく，わが国全体の問題であり一地

方自治体の力で解決できるものではない。しかし工業と水産の八戸市経済に占める

ウエートは極めて高く，その対策を誤れば市の経済は崩壊しかねない」（７）。

八戸市において革新勢力が弱体な理由を，『デーリー東北』はコラムの

中で，次にように指摘している。

「保守王国といわれる青森県でも，八戸市はとりわけ保守勢力が強い。裏返して言

えば革新，それも社・共が非力ということだ。・・・

有数の工業地帯というが，その割に労組の組織率は低い。中小企業が多く労働者

意識も散漫である。青森市の革新が強いのは，左派の官公労組織が巨大なせいだが，

八戸はそれが小さく弱い。それどころか先頭に立って保守候補を支援する労組が少

なからず存在する」（８）。
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三選を果たした秋山皐二朗市長は，「今後は生活基盤の整備に力を入れ

て調和のとれた八戸をつくる」と選挙演説で公約の実現を約束した。家の

土台づくりは済んだということか。今後は，寝室や台所を立派にするとい

いうわけだ。秋山市長に対する住民の信頼は厚く，市長選が“信任投票”

に終わったのもそのためである（９）。

≪注≫

（１）『東奥日報』１９７７年１０月２４日。

（２）『デーリー東北』１９７７年１０月２４日。

（３）『東奥日報』１９７７年１０月２４日，『デーリー東北』１９７７年１０月２４日。

（４）『東奥日報』１９７７年１０月２４日，『デーリー東北』１９７７年１０月２４日。

（５）『東奥日報』１９７７年１０月２４日。

（６）「社説：三選された秋山市長」同上。

（７）「時評：秋山氏三選と八戸市の今後」『デーリー東北』１９７７年１０月２４日。

（８）「天鐘」同上。

（９）「天地人」『東奥日報』１９７７年１０月２４日。

� １９８１年の市長選挙

任期満了に伴う１１回目の八戸市長選挙は，１９８１年１０月１８日に行われた。

投票の結果は，現職の秋山皐二郎・市長が６万９，４６７票を獲得，社会党・

新人の岡沼鉄男（１万４，８５２票），共産党・新人の水越直一郎（３，２７３票）

に圧倒的大差をつけて四選を果たした。ただ，投票率は選挙への有権者の

関心の低さもあって伸び悩み，５５．４１％にとどまった（１）。

市長選では，三期１２年の実績を誇る秋山市長の圧倒的強さが，選挙前か

ら予想されていた。社会党，共産党の両党は革新統一候補の擁立に失敗，

両党は独自の候補をたてた。それが，現職の秋山市長の圧勝につながった。

秋山市長は早くから出馬声明を行い，万全の構えで選挙戦に臨み，総投票

数の７９．３％という圧倒的な有権者の支持を得たのである（２）。

敷衍しておけば，八戸市長選挙は１０月１８日に行われ，自民党現職の秋山
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皐二郎・市長が対立候補の社会党新人の岡沼鉄男と共産党新人の水越直一

郎を大差で破って四選を果たした。選挙戦は三つどもえの戦いとなったも

のの，秋山市長は堅固な「保守王国」の安定した力に支えられて，終始独

走態勢で選挙戦を戦い，八戸市初の四選市長となった。

秋山市長の勝因は，三期１２年にわたる実績に評価が与えられたことだ。

実際，新産都市計画に乗った工業重視政策で，市の経済力と市民の所得水

準は向上，道路網の整備など目を見張る姿勢が市民に受け入れられた。今

回の市長選挙では，北村正哉県政，中央とのパイプを強調し，三期目に手

がけた各種事業の継続を市民に訴えた。また，秋山市長個人の魅力，さら

に自民党内での政治的力学が挙党一致体制にまとまり，選挙戦を有利に進

め，他の二候補を全く寄せつけなかった（３）。

八戸市史上，初めて四選を果たした秋山市長は，今後の抱負を次のよう

に語った。

「市民に約束した選挙公約を実現する。行財政改革や低成長下で税収の伸びは従来

の数字に届かず厳しい財政運営が予想され，難しさはそれだけ増す。広大な計画は

立てられないが地道に（生活基盤など都市機能整備を）追いかければ，６０年には２４

万都市としてのバランスが取れると思う。・・・引き続き，調和のとれた街づくり

に向かって諸施策を展開，市民の信頼にこたえる覚悟だ」（４）。

『東奥日報』は「社説：四選の八戸市長に望む」の中で，四選された秋

山市長に，「工業の街，水産の街，商業の街，そして県南一帯の文化の中

心都市である八戸市は，多面性を持ち，将来性に富むだけに市民の要望は

多肢にわたる。それだけにカジ取りが難しい。一方に偏すれば失速する。

バランスの取れた，住みよい大八戸市の建設を期待したい」と，注文を突

きつけた（５）。

『デーリー東北』も「時評：四選を果たした秋山市政の課題」の中で，
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次のように要望した。

「今回の市長選は，“争点なき選挙”といわれた。このことは，裏返していえば八

戸市として取り組むべき課題，なすべき方向があまり食い違っていないことを示す

ものではなかろうか。もちろん，自民，社会，共産の各党それぞれの基本政策は異

なっているにしても，当面取り上げなければならない問題はほぼ共通しているとい

えよう。それだけに，それらを具体的に取り上げる場合，その視点をどこに置くか

が問われよう。市民の中にじっくりと腰を据えた“草の根民主主義”の実践が望ま

れる」（６）。

今回の市長選で自民党の秋山市長は，三期１２年の実績を背景に旧市内か

ら農漁業地帯まで幅広い地域，住民各層にわたる支持を受け，強力なリー

ダーシップを発揮して独走態勢を築いた。これに対して，社会党の岡沼と

共産党の水越両候補は，「秋山長期政権」の弊害，「市政の硬直化」を訴え

て四選阻止を掲げたものの，強固な保守勢力の地盤を崩すことができず，

広範囲な支持層に食い込むことを阻まれたのである（７）。

≪注≫

（１）『東奥日報』１９８１年１０月１９日。

（２）『デーリー東北』１９８１年１０月１９日。

（３）『東奥日報』１９８１年１０月１９日，『東奥年鑑 １９８３年版』〔東奥日報社，１９８２年〕，

１８４頁。

（４）『東奥日報』１９８１年１０月１９日。

（５）「社説：四選の八戸市長に望む」同上。

（６）「時評：四選を果たした秋山市政の課題」『デーリー東北』１９８１年１０月１９日。

（７）前掲書『東奥年鑑 １９８３年版』，１９５頁。

� １９８５年の市長選挙

任期満了に伴う１２回目の八戸市長選挙は，１９８５年１０月２０日に行われた。

今回の市長選には，自民党公認の秋山皐二郎・市長，自民党を離党した中

里信男・前県議，および共産党公認で新人の水越直一郎の三人が立候補。
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だが，選挙戦は事実上，秋山，中里両人による保守勢力を二分した激突と

なり，投票の結果，秋山市長が６万３，５８３票を獲得し，中里候補（５万７，６５５

票）に５，９２８票の差をつけ，ついに五選を果たした。共産党の水越候補は

２，９３９票にとどまった。保保激突を反映したのか，投票率は７５．２３％と高く

前回を１９．８３ポイントも上回った。

今回の市長選は，最後まで予断を許さず，久しぶりの保保対決に市民は

興奮し，「選挙はこうでなくでは面白みがない」と思わせた。それが，投

票率を７５％台に押し上げた最大の要因である（１）。

ただ，１６年ぶりの「保保対決」となった市長選では，具体的な争点が見

られなかった。何故なら，秋山，中里両候補はともに２１世紀への街づくり

を掲げ，「経験を生かす」という秋山市長に対して，「新しい発想で」とす

る中里候補との間で，有権者は明確な相違を見出すことが出来なかったか

らだ。自民党の支援を受けた秋山市長は高齢（７５歳），多選（五期），およ

びワンマンといった批判の中で，四期１６年の実績，経験，および知名度を

武器に「市政の継続」を強調した。一方，中里候補の方は，自民党を離党

しての出馬であり，停滞気味な八戸経済界の現状を憂い，反秋山票の取り

まとめを図った。しかし，投票の結果は，当初遅れを気味だった秋山市長

が最後は盛り返して当選を果たした。ただ，秋山市長にとって，今回の選

挙は接戦だったことで，“薄氷の勝利”であった（２）。

敷衍しておくと，任期満了に伴う八戸市長選挙は，１０月２０日に行われた。

開票の結果は，自民党公認の秋山皐二郎・市長が追い上げる保守系無所属

で新人の中里信男と共産党公認で新人の水越直一郎を振り切り，八戸史上

初の５回目の当選を飾った。確かに，秋山市長は現職であったとはいえ，

必ずしも好条件にばかり恵まれていたわけでなかった。とういうのも，こ

れまで自民党員として同じ仲間同士＝盟友であった中里候補の挑戦を受け，

しかも，党員の元県議，一部市議の離党騒ぎという事態に直面し，保守系

が二分した形で選挙戦を迎えたからだ（３）。
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今回の市長選は，自民党の公認争いからスタートした。実際，秋山，中

里両氏のほかに，滝沢章次・県議も公認を申請してきたからである。自民

党八戸支部は，３月から調整に入り，秋山，滝沢の両候補は「離党・脱党

して立候補しない」との誓約書を提出して応じた。しかし，秋山批判を強

める中里候補は提出を拒んだ。党支部は現職優先を盾に秋山市長の公認推

薦を決め，４月２８日の役員会でこれを正式に決定した。これに対して，中

里候補は離党届を提出，県議を辞して無所属で立候補した（４）。

秋山市長は何事にも積極的で，攻めを得意とする政治家であった。過去

２回，市長選では，革新系の候補と対決して圧勝してきた。だが，今回は

事実上，身内同士の選挙となり，現職として守勢・防御に立たされ，いわ

ば“守りの戦い”を強いられた。そのため，秋山市長にとって厳しい選挙

となった。だが，逆にこの危機感が秋山陣営を結束させることになり，勝

利に結びついたともいえる（５）。

選挙戦において，秋山市長は「経験と実績」を主張し，田名部匡省・衆

議院議員の支持を得た一方，中里候補の方は「新しいリーダ」を唱えて秋

山市長の高齢，多選，ワンマン市政を鋭く批判した。また，大島理森・衆

議院議員の隠れた支持を得て混迷選挙に持ち込んだが，自民党公認の秋山

市長の力に一歩及ばなかった（６）。

市長選で五選の偉業を遂げた，秋山市長は苦しかった選挙戦を振り返り，

「高度技術産業都市の建設を進め，当面，企業誘致に全力を挙げたい。（中

里，水越得票の６万余票は）私に対する批判票として認めざるを得ない。

現実に市民の声として受け止め，今後の市政運営に当たる」と，喜び語り

抱負を示した（７）。

今回の市長選の結果を踏まえて『東奥日報』は，社説の中で秋山市長に

次のように要望した。
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「秋山氏は昭和２７年，４２歳で八戸市議補選に当選，政界入りしてから３０数年の間，

選挙では不敗の実績を持つ県内では稀（け）有の政治家である。この間，県議会副

議長の要職にもあった。かつての八戸市は“きのうとあすが同居する町”と言われ

た。それがいまでは見違えるような近代都市へと生まれ変わった。それをさらに躍

進させるのは，豊かな政治キャリァを持つ秋山氏の双肩にかかっている」（８）。

『デーリー東北』も「時評：五選達成の秋山市政に望む」の中で，「五選

成った秋山市長は，選挙公約に掲げているようにその遅れを取り戻し，２１

世紀ををにらんで“新都市開発”“高度産業都市”の建設事業を軸に市政

を展開していくことになろうが，大いに周知を結集してその実現を期して

ほしい」と，秋山市長に要望した（９）。

秋山皐二郎市長は，弘前市の故・藤森市長と並ぶ最多当選記録となり，

八戸市政界史上初の五選市長に就任した。しかし，既述のように，中里，

水越両候補に投じられた６万余票の重みをかみしめる必要がある。ことに，

選挙戦の際に争点となった「ワンマン」等への批判，また現職市議が中里

支持に回った原因である「日の当たらない市西部地区」など批判票が盛り

込まれた，といわれる。その意味で，秋山市長にとって，それらの事実を

十分に認識し，住民の意思を組み入れて，これまで以上に均衡のとれた市

政の運営が期待される（１０）。

≪注≫

（１）「天鐘」『デーリー東北』１９８５年１０月２１日，『東奥年鑑 １９８７年版』〔東奥日報社，

１９８６年〕，１７２頁

（２）『東奥日報』１９８５年１０月２１日。

（３）「社説：秋山氏，五選の新記録で勝利」同上。

（４）前掲書『東奥年鑑 １９８７年版』，１７２頁。

（５）「社説：秋山氏，五選の新記録で勝利」『東奥日報』１９８５年１０月２１日。

（６）前掲書『東奥年鑑 １９８７年版』，１７２頁。

（７）『デーリー東北』１９８５年１０月２１日，『東奥日報』１９８５年１０月２１日。
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（８）「秋山氏，五選の記録で勝利」『東奥日報』１９８５年１０月２１日。

（９）「時評：五選達成の秋山市政に望む」『デーリー東北』１９８５年１０月２１日。

（１０）「攻めの戦術が功奏す」『東奥日報』１９８５年１０月２１日。

� １９８９年の市長選挙

戦後１３回目の八戸市長選挙は，１９８９年１１月１２日に行われた。その結果は，

保守系無所属で新人の中里信男・県議が「（前市長）秋山市政の継承」「た

くましい産業文化都市づくり」を掲げて６万４，４５５票を獲得，共産党推薦

で新人の畑中哲雄（１万０，８２６票）に５万３，６２９票の大差をつけて初当選し

た。選挙戦では自民党，社会党の両党が候補者の擁立を見送り，公明党，

民社党も自主投票となった。そのため選挙は，事実上，中里候補の“信任

投票”となり，投票率も４４．９３％と過去最低を記録した（１）。

初当選した中里市長は，前回の市長選で秋山市長に惜敗したものの，そ

の後苦節４年，住民の間でこまめに支持を訴えて悲願を達成，ついに市長

の座を手にした。畑中候補は「消費税廃止，核燃白紙撤廃」を唱えたが，

しかし力が及ばなかった（２）。

これを詳述するなら，八戸市長選は，１１月１２日に行われ，無所属新人で

元・自民党県議の中里信男が，共産党が公認した新人の畑中哲雄・党三八

地区委員長に大差をつけて初当選した。五期２０年の自民党長期政権を担っ

てきた秋山寧二郎・市長の後継者をめぐり，自民党は独自の候補者を擁立

した。だが，中里推薦で分裂し，最終的に支部結成以来，初めて自主投票

に追い込まれた。選挙告示の直前には，支部五役会で中里候補支援を申し

合わせたものの，候補者選びの混乱が最後まで足を引っ張った（３）。

中里候補は，前回の市長選出馬以来培ってきた自前の後援会組織を結束

し，田名部匡省・衆議院議員と市の保守政界二分する大島理森・衆議院議

員系の支持をテコに，「秋山市政継承」を強調して保守層をまとめた。ま

た，社会党の一部や中道層にも広く浸透し，「得票次第では市長就任後の
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政治基盤が揺らぐ」と危機感を訴えて支持基盤の引き締めを図った。一方，

畑中候補は消費税，核燃反対，およびコメ自由化阻止を前面に打ち出した

ものの，法定得票にも達せず惨敗に終わった。

既述のように，市長選は，実質的には中里候補の信任投票と位置づけら

れる戦いとなった。そのような状況の中で，投票率に最大の関心が寄せら

れた。というのも，それは中里市政の今後の安定度を計るバロメーターと

見られたからだ。その投票率は，４４．９３％と過去最低記録を更新。中里陣

営は投票率を５８％，有権者の過半数にあたる８万７千票（実際は，６万４

千余票）を目標にしてきただけに痛手となった。また，自民党は候補者選

びの過程で，田名部，大島両派閥の対立が噴出（“八戸戦争”），そのため

今後，中里新市長は田名部系の敵対心を受ける形で市政を運営することに

なる（４）。

二度目の挑戦で，市長の座を射止めた中里信男は，「投票率の低さは私

の不徳。謙虚に受け止め，２１世紀の八戸建設のレールを敷きたい。責任の

重大さを肌で感じる」と，抱負を語った（５）。

『デーリー東北』は「時評：ガラス張りの市政を期待」の中で，中里新

市長誕生の意義と課題を次のように伝えた。

「中里氏は五期２０年にわたる秋山市政を“その実績は素晴らしいものがある”と評

価して継承を明らかにしていた。一方，“光と影があるのも事実”とし，秋山市政の

実績を踏まえつつ，２１世紀を展望した八戸市の新しい可能性を追求したいと独自の

政策も訴えた。明日に向けたよりよい八戸市政を市民が支持するのは当然である。

新市長はこの率直な市民の支持に必ずこたえてもらいたい。

そのことは豊かで潤いのある住みよい街づくりである。その展望が“頭脳立地計

画”であり，“ポートアイランド計画”だ」（６）。

市長選で初当選した中里市長には，頭脳立地計画の指定や市民病院の施
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設問題など，２１世紀へ向けて八戸市への新たな取り組みが求められる。今

後の中里市政にとって，最大の課題は助役人事で，それが試金石である，

といわれる（７）。

≪注≫

（１）『デーリー東北』１９８９年１１月１３日。

（２）『東奥年鑑 １９９０年版』〔東奥日報社，１９８９年〕，１７２頁。

（３）『デーリー東北』１９８９年１１月１３日，『東奥日報』１９８９年１１月１３日〔夕〕。

（４）『デーリー東北』１９８９年１１月１３日。

（５）『東奥日報』１９８９年１１月１３日（夕），『デーリー東北』１９８９年１１月１３日。

（６）「時評：ガラス張りの市政を期待」『デーリー東北』１９８９年１１月１３日。

（７）『東奥日報』１９８９年１１月１３日（夕），『デーリー東北』１９８９年１１月１３日。

� １９９３年の市長選挙

任期満了に伴う１４回目の八戸市長選挙は，１９９３年１０月３１日に行なわれた。

その結果は，無所属で自民党，民社党，および公明党が推薦する現職の中

里信男・市長が５万８，４５８票を獲得，共産党公認の畑中哲雄（６，６３９票）に

５万１，８１９票の大差をつけて再選された。中里市長は自民党，民社党，お

よび公明党の他に，社会党市議団の推薦を得た相乗りにより，終始優勢な

うちに選挙戦を進め，畑中候補を全く寄せつけなかった。中里市長は，「市

民が希望と誇りを持てる明るい街づくり」を掲げ，職・住・遊・学の充実

を訴え，一期目の実績を強調して，保守・中道系票を手堅くまとめ，経済

界など幅広い支持層を背景に圧勝した（１）。ただ，投票率の方は３６．７１％と

史上最低を記録。選挙戦では，両候補の争点がかみ合わず，しかも前回の

選挙と同じ顔ぶれであったので新鮮味を欠き，そのため，有権者の関心は

最後まで盛り上がらなかった（２）。

詳述するなら，八戸市長選挙は１０月３１日に行われ，現職の中里信男・市

長が共産党公認の畑中哲雄に大差をつけて破り再選された。選挙戦では，

中里市長は，一期４年間の市政運営を途上であると位置づけ，政策の「継
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続」を訴え，自民党，民社党，および公明党の推薦を得て，前回の選挙状

況を一変させる“総力戦”的陣容を敷き，終始優位な戦いを繰り広げた。

これに対して，畑中候補の方は，建設業者との癒着の疑惑や独自性に欠け

る市政の阻止を訴え，清潔で活力ある革新市政を目指したものの，出遅れ

もあって，善戦むなしく現職の壁を崩せなかった（３）。

中里市長の勝因は，一期４年間の実績を積極的に訴えて，有権者の批判

を受けるような失政がなかったこと，また八戸市の将来展望として５０万都

市の街づくりを目指した「生産機能」と「都市機能」の基盤整備を公約で

アピールした点が，住民各層の幅広い支持につながった（４）。

再選された中里市長は，記者団の質問に答え，当選の喜びと抱負を次の

ように語った。

―再選された心境は―

支持してくれた市民に感謝している。感激でいっぱいだ。

―二期目の課題は―

水産業は厳しい環境の中にある。業界の意見を聞きながら，行政も知恵を出し合

い困難を克服していく（５）。

『東奥日報』は「社説：八戸の成熟都市づくりを」の中で，再選された

中里市長に次のように要望をつき付けた。

「中里氏は選挙演説の第一声で“八戸市の持つ生産機能，都市機能の集積を基盤に

し，さらなる前進を期待していく”と述べていた。“総合産業都市・八戸”の看板を

掲げてきた八戸としては，２１世紀に向け，当然の方向と言える。しかし，それを実

現するには現況の再点検と，その上での方向づけが大事である」（６）。

『デーリー東北』も「時評：二期目の中里市政に望む」の中で，中里市

長の公約について次のように注意を促した。
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「中里市長は立候補に当たり，“２１世紀をにらんだ文化の街と産業づくり”を唱え

た。その基本となる公約として，▽地場産業の振興と企業誘致の促進 ▽道路，港

湾，上下水道，八戸駅などの社会資本と医療，福祉施設の拡充，▽自然，歴史など

を生かした文化都市づくり，▽国際化，情報化時代に対応した教育環境づくりと市

民の生涯学習充実―を掲げた。街づくりとしてのハードとソフトの両面を視野にと

らえた多彩かつ複眼的な公約だが，いずれをとっても相当の努力を求められるもの

ばかりである」（７）。

今回の市長選は，過去４年間の中里市政の実績を有権者がどのように評

価するかが最大の焦点で，保革一騎打ちで，中里市長への「信任投票」の

意味合いが強かった。そこで，中里陣営は圧倒的な勝利を目標に，投票率

の向上を目指したが，楽勝ムードの引き締めにはならず，自身の得票を前

回に比べて６千票近く下回った（８）

≪注≫

（１）『東奥日報』１９９３年１１月１日。

（２）『陸奥新報』１９９３年１１月１日。

（３）『デーリー東北』１９９３年１１月１日。

（４）『陸奥新報』１９９３年１１月１日。

（５）『東奥日報』１９９３年１１月１日。

（６）「社説：八戸の成熟都市づくりを」同上。

（７）「時評：二期目の中里市政に望む」『デーリー東北』１９９３年１１月１日。

（８）『東奥年鑑 １９９５年版』〔東奥日報社，１９９４年〕，１７３，１８６頁。

� １９９７年の市長選挙

戦後１５回目の八戸市長選挙は，１９９７年１０月１９日に行われた。その結果は，

自民党，新進党，および公明党推薦で，社民党が支持する中里信男（７０

歳）市長が５万７，８９４票を獲得，共産党公認で新人の松橋三夫（９，０５９票）

に４万８，８３５票の大差で三選された。選挙戦では，候補者が主張する争点

がかみ合わず，また公約も新鮮さを欠いていた。そのため，有権者の関心

も低く，投票率は３６．４２％と過去最低を記録した（１）。
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今回の市長選では，中里市長が“オール与党”態勢を形成するなど，事

実上，「信任投票」の形となった。確かに，事前の予想通り，中里市長は

三選を果たしたとはいえ，得票が前回の５万８，４００票から７，５６５票も目減り

し，初当選の時の６万４，０００票には遠く及ばなかった。中里市長は勝利し

たものの，“信任”する者が１８万５千人に上る有権者の三分の一にも満た

なかった。投票の棄権者が即不信任だといえないが，しかし，中里市長に

とって厳しい審判であったことは間違いない（２）。

敷衍すれば，八戸市長選挙は１０月１９日に行われ，現市長の中里信男が共

産党の松橋三夫を大差で退けて三選を果たした。中里市長は，６月の定例

市議会で三選出馬を正式に表明し，また自民党，新進党，および公明党か

ら推薦を受け，さらに社民党からも支持を取りつけ態勢固めは盤石であっ

た。このため，選挙の焦点は，中里市長がいかに得票を伸ばして勝利する

かに絞られた。だが，有権者に対する争点，公約のアピールが“鮮度”さ

を欠き，低投票率が初めから懸念され，予想外の投票率に終わった（３）。

『東奥日報』は「社説：２１世紀へどうつなぐ中里氏」の中で，投票率の

低さと相乗り選挙を次のように批判した。

最初に，「（中里市長の三選は）“街づくりは総合芸術”を持論に，新市

民病院や清掃工場の建設などインフラ整備が市民の支持を得た，というこ

とだろう。だが，三選されたとはいえ今回もまた過去最低となった前回を

下回る投票率に終わった。中里氏対共産候補という，三回連続の選挙構図

に市民はしらけ切っている」と指摘。

その上で，「告示の後でさえ，市長選のあることも知らない市民が多い

のには驚かされた。各政党が独自候補を見送り，相乗りするパターンを繰

り返す。こんなことを，何年も続けていながら“投票しない有権者の良識

が疑われる”などと批判することができるだろうか。民主政治の基本は，

各政党が政策で競い合うことだ。選挙戦を盛り上げるために，この辺で“相

乗り型選挙”をストップすべきである」，と結んだ（４）。
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『デーリー東北』も「解説」の中で同じような論調で，低投票率とその

要因を批判した。

「八戸市長選挙が戦後最低の投票率を記録した要因は，有権者の関心の低さよりも，

各党相乗り選挙の構図にあったと言える。“市民党”を掲げた無所属の中里氏が各党

に推薦願を出したのは当然だが，それに共産党を除く各政党が相乗りした。この時

点で有権者には結果が分かりきった選挙と映り，関心の低さにつながった」（５）。

三選された中里市長は，当選の喜びと低投票率について，「これまでに

ない皆さんの温かい推薦，支持で三選させてもらい，身に余る光栄であり，

まさに感謝，感激。公約の全うに全力をあげたい。・・・各党，各団体か

ら推薦，支持を頂きながら，（投票率が）前回を下回ったことは身
�

の
�

不
�

徳
�

の致すところと反省し，この点に今後十分気をつけながら市政を進めてい

きたい」と，語った（６）（傍点，引用者）。

市長選で三選を果たした中里市長は選挙戦中，東北新幹線八戸駅の開業

や国際港湾などのインフラ整備，二期８年の実績を強力にアピールした。

しかし，結果は前回の得票を大きく割り込んでしまった。当確の知らを受

けた中里市長は，「都市機能と生産機能の集積を一層図り，より良い街を

つくりたい。投票率の低さに十分気をつけて市政を進めたい」と三期目に

向けて新たに決意を述べた（７）。

中里市長は今回の選挙で，各党の応援を得ながら戦後最低の投票率に終

わった。そのため，三期目の市政運営は多くの有権者の声と姿が見られな

い中で，中里市長にとって厳しいスタートを余儀なくされた，といってよ

いだろう（８）。

≪注≫

（１）「八戸市長に中里氏３選」『東奥日報』１９９７年１０月２０日，「八戸市長に中里氏３
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選」『デーリー東北』１９９７年１０月２０日

（２）「解説」『東奥日報』１９９７年１０月２０日。

（３）同上。

（４）「社説：２１世紀へどうつなぐ中里氏」同上。

（５）「解説」『デーリー東北』１９９７年１０月２０日。

（６）「中里氏“低投票率は不徳”―歓喜の中にも複雑な表情」同上，『東奥日報』１９９７

年１０月２０日。

（７）「中里八戸市長３選」『陸奥新報』１９９７年１０月２０日。

（８）「八戸市長に中里氏３選」『デーリー東北』１９９７年１０月２０日。

� ２００１年の市長選挙

任期満了に伴う１６回目の八戸市長選挙は，２００１年１０月２８日に行われた。

その結果は，無所属で前県議の新人・中村寿文が５万７，１９６票を獲得，同

じく無所属で元県議の新人・金入明義（４万７，３９１票）に９，８０５票の大差を

つけて初当選した。その他に，共産党公認の新人の神田洋一は３，８６７票，

無所属新人の清水文雄は３，５１２票を獲得。投票率は激戦を反映して５９．３７％

に達し，前回（１９９７年）の市長選よりも２２．９５ポイントも上回った（１）。そ

の背景として，市長選が保守系候補同士による１６年ぶり対決となり，選挙

の行方が有権者の高い関心を呼んだからである（２）。

敷衍しておくと，八戸市長選には結局，４人が立候補し，１０月２８日に投

開票が行われた。その結果は，無所属で前県議の中村寿文が，同じく無所

属で元県議の金入明義，共産党公認の神田洋一，および無所属で歯科医師

の清水文雄の新人同士の争いを制して，初当選した。今回の市長選は，中

里信男市長の勇退に伴うもので，中里市政の継続か刷新かが最大の焦点と

なり，告示前から保革勢力が激しい攻防を繰り広げた（３）。

中村候補の方は，昨年３月にいち早く出馬を表明し，それ以来，県民協

会長の田名部匡省・参議院議員の全面的支援を受け，政党色を薄めて“市

民派”に徹した活動を進め，幅広く市民の理解を得た。県民協会系列の議

員の支持基盤をかため，無党派層にも強く訴え，中村候補は父親（故・中
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村拓道）の代からの組織を活用し，初の親子二大市長に就任した。

一方，金入候補の方は，大島理森・衆議院議員を中心として，事実上，

自民党による党運営選挙で総力戦を展開。前市長の中里市政の継承を掲げ，

「地域問題に勝つためには，国，県との太いパイプは必要」と強調したも

のの，出馬の出遅れが響き約１万票の差をつけられて次点に終わった。そ

の他，神田候補は現市長を批判，「市民の健康，安全を守れるのは共産党

だけ」と強調した。だが，保保対決の前に埋没した。また清水候補は，派

閥政治からの脱却を訴え，“草の根運動”に徹したが力が及ばなかった（４）。

初当選した中村寿文市長は，当選の喜びと今後の課題について，「感無

量で声が出てこない。皆さんのおかげでこの厳しい選挙を勝たせてもらっ

た。きょうの勝利は私のものではなく，皆さんの勝利です。選挙中に公約

したことをひたすらやっていく。力がなかったら応援してほしい」，と

語った（５）。

『東奥日報』は「社説：“新八戸市”創造に総力を」の中で，中村市長に

次のように訴えた。

「市民が期待するのは，生活や福祉の向上などであり，いたずらに“争い”に走り，

バランスを欠けば，市民を巻き添えにし不幸にすることになる。私たちもしっかり

とチェックの目を持ちたいと思う。・・・

候補者の政策や人物識見など市民の信任がまず先だ。市民の声を吸い上げ，地域

の独自性を展開する。そんな地方行政を展開して欲しい。本紙が市長選に合わせて

実施した市民アンケートでも市長を選択する基準で“国・県とのパイプ”を期待す

る声は低かった。政策，人柄，地方自立の順だった。市民はきちんと判断している

のである」（６）。

『デーリー東北』も解説記事の中で「地方主権の訴え浸透」と題して，

今回の市長選の特色を次のように分析した。

「八戸市長選は，“地方から新しい国づくり”を訴えた中村寿文氏が，政府・与党
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とのパイプを前面に打ち出した金入明義氏に圧勝，激戦を制した。運動先行の理を

生かした勝利とはいえ，“中央直結”から“地方主権”への転換が，変化を求める有

権者の強い共感を集めた結果とも言える。・・・

八戸市には今，長引く景気低迷と深刻な雇用不安という暗雲が立ち込める。小泉

改革の“痛み”を前に，先行き不安を募らせる市民にとって，金入氏の自民党的な

訴えは響かなかった。非自民市政の誕生による変革への期待も大きかった」（７）。

確かに，中村寿文は新市長の座を手にした。しかし，八戸市は山積する

課題への取り組みに待ったなしの状況に置かれている。実際，雇用対策や

低迷する水産業界への対応，さらには行財政改革が待っている。有権者が

市長選で投じた１票は，それらの解決を期待して投じたもので，中村新市

長は自分が獲得した票の重みを十分認識して，市民の声に耳を傾ける姿勢

が大切である（８）。

≪注≫

（１）『東奥年鑑―記録編 ２００２年版』〔東奥日報社，２００１年〕，４２頁，『東奥年鑑―記

録編 ２００３年版』〔東奥日報社，２００２年〕，３７頁。

（２）「八戸市長に中村氏」『デーリー東北』２００１年１０月２９日。

（３）同上。

（４）前掲書『東奥年鑑―記録編 ２００３年』，３７頁，『東奥日報』２００１年１０月２９日，１９８０

年以降，八戸市では，衆議院選挙で大島理森と田名部匡省が激戦を繰り返してき

た（いわゆる『八戸戦争』）。今回の市長選も代理戦争の色彩が濃い。八戸戦争に

ついて詳細は，藤本一美『戦後青森県の政治的争点 １９４５年～２０１５年』〔志學社，

２０１８年〕，第六部第１章を参照されたい。

（５）「“感無量”喜びかみしめ」『東奥日報』２００１年１０月２９日，「中村さん万感，男泣

き」『デーリー東北』２００１年１０月２９日。

（６）社説：“新八戸市”創造に総力を」『東奥日報』２００１年１０月２９日。

（７）「解説」『デーリー東北』２００１年１０月２９日。

（８）「天鐘」同上。

� ２００５年の市長選挙

任期満了に伴う１７回目の八戸市長選は，２００５年１０月３０日に行われた。結
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果は，自民党が推薦した，新人の小林眞が５万４，７４５票を獲得，民主党，

連合青森が推薦した現職の中村寿文（５万１，５５７票）を３，１８８票の僅差で破

り初当選した。

市長選では，再選を目指す中村候補が一期４年間の実績を強調した一方，

小林候補は「市政の停滞を招いた」と中村市政を鋭く批判，両陣営は自主

投票を決めた公明党，共産党，および社民党の支持層や無党派層の取り込

みにやっきとなった。しかし，小林候補が衆議院選青森第３区での自民党

候補者・大島理森勝利の余勢を駆って激戦を制した（１）。ただ，投票率の方

は，５４．１７％で前回を５．２ポイント下回った。市長選が超短期決戦となった

のに加えて，公明党，共産党，および社民党の三党が自主投票となり，そ

れが投票率低迷の要因の一つとなった（２）。

敷衍しておくと，八戸市長選挙は１０月３０日に行われ，新人で元総務省・

財務調査官の小林眞が現職の中村寿文・市長に３千票余の差をつけて初勝

利した。今回の市長選は，南郷村との合併後，初めての市長選挙であった。

１９６５年以来，１０回連続して公認候補を擁立してきた共産党が出馬を見送っ

たことで，「自民党対民主党」という保守系候補同士の対決となった。ま

た，選挙戦では，自民党県連会長の大島理森・衆議院議員と，民主党県連

代表の田名部匡省・参議院議員による，“八戸戦争”の対立構図が鮮明と

なった（３）。

選挙戦では，中村市長の一期４年間の評価を最大の争点にして，行財改

革や産業政策をめぐる手法について舌戦が展開され，中村，小林の両候補

とも，政策の数値目標や達成期限を盛り込んだ公約集＝「マニフェスト」

の対決だとして注目を集めた。

小林候補は，総務省財務調査官を辞し，９月１４日に出馬表明，自民党県

連会長の大島理森・衆議院議員を中心に自民党勢力が公認並みの全面的支

援態勢を組んだ。それに対して，再選を目指していた中村市長は，９月下

旬に本格的に活動を開始し，民主党県連代表の田名部匡省・参議院議員を
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中心に民主党，田名部系勢力，および連合青森から支援を受け，高い知名

度から一時は小林候補を引き離していた。

だが，中村陣営は告示以降，先行ムードから陣営内で緩みが見られ活動

が鈍った。最終盤に入って組織をフル回転させて票固めを図ったものの，

勢いに勝る小林陣営を振り切ることができず敗退を喫し，小林眞を前面支

援した自民党が，市政を奪還することに成功した（４）。

小林眞候補の勝因としては三点挙げられる。一つは，小林氏の個性であ

り，発したメッセージ。二つ目は，小林氏を推した自民党の戦略。そして，

三つめの要因は，中村市政一期４年への評価が予想以上に厳しかったこと

だ（５）。

『デーリー東北』が１０月３０日に実施した出口調査によれば，投票した理

由として，小林候補の場合は「政策」（４１．９％）がトップを，中村候補の

場合は「人柄」（４４．２％）がトップを占めた（６）。

八戸市長に初当選した小林眞は，「感謝の気持ちでいっぱい。八戸を前

進させるため，身を粉にして働きたい・・・今の状況を変えてほしい―と

いう有権者の声が多かった。マニフェストにも賛同が得られた。自民の推

薦により，組織面でバックアップをいただいた」と，当選の喜びを語っ

た（７）。

『東奥日報』は「社説：対決終え公約実現に力を」の中で，初当選した

小林眞・新市長に次のように要望した。

「任期満了に伴う八戸市長選は３０日投開票が行われ，新人の小林眞（５５）＝自民党

推薦＝が初当選した。現職の中村寿文氏（６６）＝民主党，連合青森推薦＝との保守

一騎打となった今回選挙は，県内首長選で初めて公約集であるマニフェストを提示

し合う政策本位との戦いとなった。小林氏は中村市政とは速やかに引き継ぎを行い，

市民との約束である公約実現に全力を挙げてほしい。・・・

新市政がスタートする。八戸市は小林氏が言うとおり，人にも地域にも潜在的エ
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ネルギーを有する。開発資源も豊富だ。職員一丸となり，新たな時代を切り開いて

ほしい」（８）。

今回の市長選は，わずか１ヵ月半という短期決戦で，知名度や地盤がほ

とんどない小林眞を勝利に導いた要因として，自民党の強力な組織力があ

げられる。「自民対民主」の政党対決となった市長選において小林節が初

当選したことで，自民党は前回選挙で非自民勢力に敗れた雪辱を果たし，

県内９市すべてにおいて自民党系市長を誕生させる“完全勝利”を収め，

“保守王国”の意地を見せた（９）。

前回２００１年の市長選では，中村寿文は地域に覆われた閉塞感を打破して

ほしい―との市民の期待に推された。だがその４年後，有権者から「市長

の顔が見えなかった」との声が聞かれた。民主党市議は「首長が変わるに

は三つの理由がある。高齢，多選，および失政だ」と話し，中村寿文市長

はそのどれにも当てはまらなかったという。しかし，地域の将来像を明快

に伝える言葉の物足らなさが「顔が見えない市政」と有権者に映ったのだ

ろう。中村前市長の父である拓道も再選を目指した市長選で敗退。歴史は

繰り返すというが，八戸市では，いわゆる，“トンツー政治”が存在して

いた，といってよいだろう（１０）。

≪注≫

（１）『デーリー東北』２００５年１０月３１日。

（２）同上。

（３）同上。

（４）『東奥年鑑 ２００７年版』〔東奥日報社，２００６年〕，４３頁。

（５）『東奥日報』２００５年１０月３１日。

（６）『デーリー東北』２００５年１０月３１日。

（７）「八戸前進へ身を粉に働く」同上。

（８）「社説：対決終え公約実現に力を」『東奥日報』２００５年１０月３１日。

（９）「自民，県政界主導，確固に―八戸市長の小林氏」同上。

（１０）「八戸市長選中村氏敗北―将来像有権者に届かず」『デーリー東北』２００５年１０月
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３１日，トンツー政治とは，短期（トン）と長期（ツー）という具合に市政が交互

に出現するなど，長期政権を築いた市長と短命に終わった市長とで繰り返す交代

劇をさす。

� ２００９年の市長選挙

任期満了に伴う１８回目の八戸市長選挙は，２００９年１０月２５日に行われた。

その結果は，自民党，公明党が推薦した無所属で現職の小林眞・市長が５

万９，２３７票を獲得，民主党が推薦した無所属で新人の前市議・三浦博司（３

万６，０２１票）に２万３，２１６票の大差をつけて再選された。元市職員の千葉和

男は４，２１９票に留まった。民主党中心の連立政権が誕生した以降，初の市

長選となった八戸市長選では，国政と県政で“ねじれ現象”となったもの

の，自民党と公明党の方に軍配が上がった。市民の多数は，経験と実績の

ある小林市長の市政継続を選択したのだ。投票率は５１．２０％で，前回を２．９７

ポイント下回った（１）。

敷衍すれば，１０月２５日に行われた八戸市長選では，自民党と公明党が推

薦する現職の小林眞が，民主党が推薦する市議の三浦博司と元市職員の千

葉和男を下して再選された。市長選は，小林市政の「継続か刷新か」をめ

ぐって争われ，小林市政の評価が最大の争点となった。小林市長は，主力

の自民党と公明党の他に，社民党市議らも加わった超党派の市議団による

支援態勢を組み，終始優位な中で戦いを進めた。ただ，陣営内の緩みも懸

念され，民主党への警戒心も消えなかった。そこで，中盤から組織の引き

締めを徹底し，三浦候補を振り切った。

一方，三浦候補の方は「政権与党」の看板を掲げ，小林市政を「箱モノ

行政」，「補助金依存の古い市政」だと批判し，「新政権と歩調を合わせた

市政」への刷新を訴えた。だが，知名度不足に加えて，告示１ヵ月前の出

馬表明といった準備不足が響き，また，市議経験２年半という政治家とし

ての経験不足もマイマスとなった。元市職員の千葉候補は独自のペースで
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支持を訴えたものの，小林，三浦両候補の戦いの前に埋没した（２）。

再選された小林市長は，記者団とのインタビューの中で，当選の喜びと

今後の課題について次のように語った。

―現在の心境は―

「４年間の市政を担う大きな責任を与えられたことに思いをはせ，どのように仕事

をするかで頭がいっぱいだ」。

―有権者の支持を得た要因は何か―

「自分としてはこれまでしっかりと仕事をしてきた。これからの市政運営について

具体的な仕事の内容をお示しし，ご理解いただいた結果と考えている」。

―２期目で一番取り組みたいことは―

「いの一番はない。市政はあらゆることをしなければならず，“これだ”と言った

途端に他のことがおろそかになってしまう。すべてに目配りをしながら，総合的に

間違いのない市政運営をしていく」（３）。

『東奥日報』は「社説：小林八戸市長が再選―１００の約束 力強く実行

を」の中で，再選された小林市長に次のような注文をつけた。

「前回２００５年の市長選と同様，詳細なマニフェスト（政策公約）を明示して戦い，

引き続き八戸市政のかじ取りを担うことになった小林氏には，１００項目に上る市民と

の“約束”を力強く実行に移してもらいたい・・・

市民の審判が下ったが，八戸市政をめぐる課題は山積している。小林氏が掲げた

多岐にわたるマニフェストを実現させるためには，関係者はもちろん，何よりも八

戸市民一人一人の理解と協力が欠かせない，小林氏はリーダーシップを一層発揮し，

奮闘してほしい」（４）。

『デーリー東北』も「時評：まず公約実現に努めよ」の中で，次のよう

に要望した。

「再選出馬に当たり小林氏は，次の４年間で取り組む１００項目の施策を公約として

示していた。長引く経済不況の中で，基礎自治体が果たすべき役割は大きい。特に

トップには政策の実行力を期待する声も多かろう。２期目に入る小林氏には，まず
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速やかに公約実現に向けての努力を求めたい。・・・

公務員生活が長かったものの，県や議会に対して役人的根回しより“直球勝負”

で臨むのが小林氏の政治手法の特徴だ。選挙戦での訴え通り“さらに前へ”進むた

めにも，２期目はこれまで以上に政治家としての手腕が問われる」（５）。

今回の市長選は，政権交代後県内では初めて二大政党の推薦候補者が対

決した。その結果，自民党推薦の小林眞現市長が勝利し，逆風続きの自民

党にとって安堵感は大きかった。ただ，戦略的に政党色を薄めた「市民

党」を掲げ，現職の強みを十分に発揮した戦いであって，必ずしも自民党

それ自体の勝利であるとは言えなかった。一方，民主党の方は３１歳という

若い三浦博司を推薦し，衆議院選での圧勝の余勢で「政権与党」の看板を

強調したものの，挙党態勢には程遠く「風頼み」の限界を示した（６）。

小林眞現市長が再選された最大の要因は，一期４年の間に積み重ねてき

た経験と実績を住民の「期待」に変えたことである。また「さらに前へ」

のキャッチフレーズを前面に押し出し，市政の発展には小林市長が引き続

き必要だとのメッセイジーを着実に浸透させた点も大きかった（７）。

≪注≫

（１）『東奥年鑑 ２０１１年版』〔東奥日報社，２０１０年〕，１５頁，『デーリー東北』２００９年

１０月２６日。

（２）『東奥日報』２００９年１０月２６日，『デーリー東北』２００９年１０月２６日。

（３）「八戸市長再選 小林眞氏に聞く―約束した政策実現」『デーリー東北』同上。

（４）「社説：小林八戸市長が再選―１００の約束 力強く実行を」『東奥日報』２００３年

１０月２６日。

（５）「時評：まず公約実現に努めよ」『デーリー東北』２００９年１０月２６日。

（６）「自民，安堵の勝利―八戸市長に小林氏再選」『東奥日報』２００９年１０月２６日。

（７）「解説―実績を“期待”に変える」『デーリー東北』２００９年１０月２６日。

� ２０１３年の市長選挙

任期満了に伴う１９回目の八戸市長選挙は，２０１３年１０月２７日に行われた。
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その結果は，自民党，民主党，および公明党が推薦する，無所属で現職の

小林眞・市長が４万４，５２６票を獲得，２人の新人に大差をつけて三選され

た。無所属の歯科医である清水文男（８，３７０票）と無所属の農業を営む久

保沢鉄男（１，８４１票）は独自の戦いを展開したものの全く及ばなかった。

投票率は３０％を割り込み，ついに２８．４８％に留まった。その背景として考

えられるのは，選挙前から，現職の小林市長の圧倒的優位が伝えられ，有

権者の関心が高まらなかったからだ（１）。

敷衍しておけば，１０月２７日に行われた八戸市長選では，現職の小林眞・

市長が，清水文男，久保沢鉄男の両新人に圧倒的大差をつけて三選を果た

した。小林市長は自民党，公明党両党の推薦に加えて，民主党からの推薦

も取りつけるなど，盤石な支援態勢で選挙戦に臨んだ。選挙戦において，

小林市長は二期８年の実績を強調する一方，東日本大震災からの復興加速，

中核都市移行などを公約として訴えた。これに対して，清水候補は市長や

市議の給与・報酬削減，財政改革，教育・医療の充実を強く主張した。な

お，久保田候補は，選挙公報などを通じて独自の訴えを展開したが，街頭

演説など実質的な選挙運動を行わなかった（２）。

『東奥日報』は「社説：市民との約束，着実に前へ―小林八戸市長が三

選」の中で，今回の市長選について，次のように総括した。

最初に「今回の選挙では，過去２回の市長選で小林氏と戦った民主党が，

昨年１２月の衆院選大敗の余波を受け，対立候補を立てるどころか，小林氏

を推薦した。このため告示直前まで“無投票”の可能性すら指摘された」

と分析。

その上で，「無投票とならなかったが，小林氏と２新人との実力差は歴

然で，結果はおおかたの予想通りといえよう。市民の関心も最後まで高ま

らず，投票率は２８．４８％と，県内市長選では史上最低となった」，と結ん

だ（３）。

『デーリー東北』は「時評：おごらず公約実現目指せ」の中で，次のよ
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うに市長選を振り返った。

最初に「最大の争点は二期８年の現市長への評価であり，事実上，現職

の信任投票だったと言っていい。過去２度の市長選で小林氏と激しく戦っ

た民主は，市議主導で現職に相乗り，現職の独走状態は揺るがず，告示直

前に名乗りを上げた新人２人を寄せつけなかった」と総括。

その上で，「投票率は２８．４８％と過去最低。現職と共産候補に一騎打ちと

なった１９９７年を大幅に下回った。７割超の棄権者が白紙委任したと見なせ

ば，小林氏は大多数の信任を得たともいえる。半面，有権者が１９万人余り

いることを思えば，積極的な支持は４分の１程度にとどまったという，見

方ができる」，と結んだ（４）。

三選を果たした小林眞市長は，記者団のインタビューに応じて，選挙戦

を振り返り決意を新たにした。

―現在の心境は―

「市内各地で政策を訴え，必死で戦った。当選させてもらい，うれしくて感激して

いる」。

―投票率が前回より大幅に低下したことをどう受け止める―

「有力政党の支持を受けた候補が私だけで，有権者が選択するための投票行為がで

きなかったためでないか。八戸市の現状や将来へ大きな争点もなかったということ

だろう。得票数が自身への信任という捉え方は最初から頭にない。民主主義的にも，

選挙は１票でも勝てば勝ちだ」。

―三期目をどのように位置づけ，政策を進めるか―

「幅広い行政メニューの一つ一つで自分なりにアイデァを考えたり，意見交換をし

たりしながら進めてきた。三期目もこれまでやってきたことを定期的に点検して，

必要なものは見直しし，新しい分野にもアイデアを出しながら進める」（５）。

確かに，小林眞市長は三選された。だが，有権者の７割が棄権に回り，

それは潜在的な不満層だと捉えることができる。その意味で，今後小林市

長は，市民の不満や少数意見にも十分耳を傾ける必要があろう。

選挙戦では，連日，街頭で演説や連呼が繰り返された。しかし，有権者
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の関心は低調なままで，投票率は２８．４８％と県内１０市史上最低を記録した。

その要因は，政策的な対立軸を明確に打ち出した対抗馬がおらず，政策論

争が深まらなかったからだ（６）。

いずれにせよ，小林市長は「市民の幸福実現のため，あらゆる意味での

目配りのきいた市政運営が重要」との信念で，２４万市民の未来を三度担う

ことになった。一期目で基礎をつくり，二期目に具体的な施策に乗り出し

た。しかし，途中で東日本大震災が発生，復旧・復興に追われた。だから，

三期目も道はいまだ半ばであり，「創造的復興」を成し遂げるため，決意

を新たにする必要がある（７）。

≪注≫

（１）『デーリー東北』２０１３年１０月２８日，『東奥年鑑 ２０１５年版』〔東奥日報社，２０１４

年〕，９頁。

（２）『東奥日報』２０１３年１０月２８日，『デーリー東北』２０１３年１０月２８日。

（３）『東奥日報』２０１３年１０月２８日。

（４）『デーリー東北』２０１３年１０月２８日。

（５）「八戸市長選３選 小林眞氏に聞く―政策点検，見直しも」同上。

（６）「解説：潜在的不満に耳傾けよ」同上。

（７）「八戸市長選で３選を果たした 小林眞さんの横顔」『東奥日報』２０１３年１０月２８

日。

� ２０１７年の市長選挙

任期満了に伴う戦後２０回目の八戸市長選は，２０１７年１０月２２日に行われた。

その結果は，無所属で，自民党と公明党が推薦した現職の小林眞・市長が

７万２，７１８票を獲得，無所属新人で共産党が推薦した松橋三夫（１万３，８８９

票）と同じく無所属新人の清水文雄（１万０，５６４票）に大差をつけて四選

された。今回の市長選は，衆議院選，市議補選を含めて開票日が重なる「ト

リプル選挙」となった。そのため，投票率は５１．４％に達し前回を２２．５６ポ

イントも上回った（１）。

戦後青森県の市長選挙と歴代市長 � 369



小林眞市長は，強固な組織を誇る自民党の全面的支援を受け，衆議院総

選挙とも連動させて手堅く票を固めた。街頭では市民の安心，魅力創出，

活力創造など４本柱の政策公約を訴え，また三期１２年の実績を強くアピー

ルして，盤石な態勢で選挙戦に臨んだ。

一方，松橋候補は新産業団地の造成中止，国民健康保険税の引き下げな

どを公約に掲げ，小林市政との対立軸を打ち出し，反自民票の取り込みを

図ったものの，現職を揺るがすことはできなかった。また，清水候補は，

支持組織を持たず，独自の戦いを展開，「現職の多選禁止」を掲げ，街頭

演説では福祉政策の充実を訴えた。しかし，その訴えは浸透しなかった（２）。

詳述すれば，八戸市長選では，無所属で現職の小林眞が無所属の新人２

人に大差をつけて四選されたが，小林市長は当初から，優勢であるとの見

方が強く，八戸市長として歴代２番目に長い四選を達成した。

小林陣営は三期１２年，心血を注いだ街づくりをさらに前進させるため，

圧倒的勝利を目指した。実際，原点回帰を掲げ，これまでも支援を受けて

きた自民党との連携を強化し，衆議院選，市議補選とのトリプル選となる

中で，他の自民党候補と並んで訴える場面が多く見られた。さらに，積極

的な公共施設整備を“ハコ物行政”だと批判する対立候補を念頭に置いて，

財政的な裏付けを含めて公約の実現力をアピールした。

これに対して，小林市長の対抗馬を模索した民進党は，市議会第二会派

が候補擁立を断念，１月に中核市に移行してから初の市長選では，有力な

対抗馬が現れず，現職市長の「信任投票」の色彩が濃厚となった（３）。

四選を果たした小林市長は，記者団とのインタビューの中で，当選の喜

びと今後の課題について，次のように語った。

―現在の心境は―

「４期目をやらせていただけるということで，大変うれしく思っている」。

―選挙戦では４期目への思いをどう訴えたのか―
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「これからの４年間，八戸の街をどのように前へ進めていくか，四つの柱を基に，

掲げた政策や公約の中身を具体的に伝える形で戦ってきた」。

―４期目は何に取り組む―

「“まちづくりの新たなステージ”が，今回の選挙戦における私のテーマ。東日本

大震災からの復興も落ち着きつつあり，腰を据えて市政に取り組める状況になった。

そういう意味では“再スタート”の意気込みで臨みたい」（４）。

『デーリー東北』は「時評：八戸市長選・小林氏４選―力結集し，圏域

けん引きを」の中で，小林市長に対して，次のように要望した。

「八戸市長選は現職の小林眞氏が４選を果たした。市は今年，中核市に移行し，近

隣７町村と八戸圏域連携中枢都市圏を形成している。４期目を迎える小林氏には，

市のトップに加え，圏域のリーダーとしての役割も求められよう。人口減少社会へ

に対応が避けられない中で，強力なリーダーシップを発揮し，住民の力を結集して

八戸圏域をけん引きしてほしい。・・・

４選を決めた直後のインタビューで広域連携について“八戸圏域を引っ張ってい

く責任は重い。全国のモデルになるような展開を目指したい”と決意を述べた小林

氏。市民だけでなく，圏域全体の住民が注視していることを忘れてはならない」（５）。

市長選で勝利した小林眞市長は７万票余りの得票について，「これまで

の市政への評価と公約への期待を頂いた結果ではないか」と総括。また，

５１．０４％の投票率に関しては，「衆院選の相乗効果で上がったとみられるが，

数字的には信任されたと受け止めていいのではないかと思う」，との認識

を示した（６）。

留意すべきは，他の候補者が指摘したように，「ハコ物行政」と批判さ

れた大型公共事業の行方である。確かに，補助金や交付税などの手当ては

あるかもしれない。しかし，維持管理費などが将来的に財政の負担になる

可能性も無視できず，規模や優先順位について，今一度点検が必要となろ

う（７）。
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≪注≫

（１）「八戸市」『東奥年鑑 ２０１９年版』〔東奥日報社，２０１８年〕，９４頁。

（２）「八戸市長 小林氏４選―松橋，清水氏に圧勝」『デーリー東北』２０１７年１０月２３

日。

（３）同上。

（４）「一問一答―腰を据えて“際スタート”」同上，２０１７年１０月２４日。

（５）「時評：八戸市長選・小林氏４選―力結集し，圏域けん引きを」同上。

（６）「４選小林氏７万票」同上。

（７）「解説―八戸圏域活性化 結果を」同上。

第３章 戦後八戸市の政治

戦後八戸市では，８人の民選市長を輩出し，四代目の中村拓道を除けば，

全て保守系の候補者であって，自民党公認の候補者が市長の座を占有して

きた。なお，中村拓道の場合は，保守系と革新系が市民連合を組んだ「八

戸方式」で勝利，その方式は他の市長選でも活用された。

八戸市はこれまで青森県内はもとより，東北地方でも有数の工業地帯だ

といわれてきた。ただ，その割には労組の組織率が低く，しかも中小企業

が多く，労働者意識も散漫で革新勢力は弱体である。

戦後の八戸市政を回顧すれば，それは一般に“トンツー政治”と称され，

短期（トン）と長期（ツー）の市政が交互に出現するなど，長期政権を築

いた市長と短命に終わった市長とで繰り返す交代劇が見られた。戦後はそ

れに当てはまるとケースがあった。実際，岩岡徳兵衛市長は三期務めたも

のの，その後を継いだ中村拓道市長は一期のみで退陣したし，また，秋山

皐二郎市長は五期，その直後の中里信男市長は三期務めたが，その後の中

村寿文市長は一期のみで退いた。

近年の八戸市長選はまた，いわゆる“八戸戦争”の影響を強く受けてい

るといってよい。八戸戦争とは，市を二分する保守系同士の選挙争いで

あって，大島理森系と田名部匡省・匡代系の争いが有名である。例え
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ば，１９８５年市長選での，秋山皐二郎と中里信男との対決，２００１年市長選で

の，中村寿文と金入明義との対決，および２００５年市長選での，小林眞と中

村寿文との対決は八戸戦争の影響をもろに受けた。県レベルの選挙では，

自民党対「県民協会」と対立として生じたが，しかし市レベルの選挙では，

八戸戦争という形で展開されてきた。
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